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集落支援員の授業
阿武小３年 奈古浦探訪

原
寸
大
の
街
を
歩
く



　

議

案

審

議
　

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価

　
　
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

｢

行
政
手
続
等
に
お
け
る
通
信

情
報
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
」
の
一
部
改
正
に
あ
わ
せ
て
、

条
文
中
の
法
律
名
な
ど
の
文
言
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
学
校
薬
剤
師
の
報
酬
を
萩
市
と

同
様
に
、
年
間
５
万
６
千
円
か
ら

12
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

◆
阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

　
　
　
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
に
感
染
し
た

こ
と
、
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る

症
状
が
現
れ
た
こ
と
で
療
養
し
、

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

被
保
険
者
で
、
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
者
に
対
し
て
、
一
定

期
間
に
限
り
傷
病
手
当
金
を

支
給
す
る
た
め
、「
山
口
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

令
和
２
年 

第
４
回

阿
武
町
議
会 

６
月
定
例
会

　
今
回
の
主
な
補
正
内
容　

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

　
１
６
４
８
万
１
千
円
追
加
し
、

総
額
39
億
５
５
０
９
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
費
は
職
員
共
済
組
合

負
担
金
の
率
の
確
定
に
よ
る
増
額

と
、
議
員
辞
職
に
よ
る
報
酬
な
ど

人
件
費
の
減
額
で
、
差
し
引
き

２
８
４
万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

　
総
務
費
の
主
な
も
の
は
、
人
事

異
動
に
伴
う
給
料
・
手
当
な
ど
の

調
整
お
よ
び
共
済
組
合
負
担
金
の

率
の
確
定
に
よ
る
人
件
費
の
減
額

を
は
じ
め
、
町
道
東
方
筒
尾
線

沿
い
の
町
有
地
の
盛
土
・
採
石

敷
な
ら
し
工
事
、
建
築
基
準
法
に

よ
る
「
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」
と

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー｣

の
建
築
物

等
定
期
報
告
調
査
業
務
委
託
料
の

ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

男
子
ト
イ
レ
の
掃
除
用
流
し
台

取
替
工
事
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

に
係
る
基
本
設
計
業
務
委
託
料
、

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
利
用
者
の

安
全
管
理
の
た
め
の
フ
ェ
ン
ス

な
ど
の
設
置
工
事
、
国
外
転
出
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の

利
用
に
係
る
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、

企
業
誘
致
の
た
め
の
大
床
た
め
池

下
の
所
有
権
移
転
登
記
業
務
委
託

料
の
新
規
計
上
、
公
共
施
設
整
備

基
金
利
子
積
立
金
の
追
加
計
上
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
の

減
額
な
ど
で
、
差
し
引
き
６
７
１
万

６
千
円
の
増
額
で
す
。

　
民
生
費
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
予
定
地
測
量

業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
国
保

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
減

な
ど
で
、
差
し
引
き
１
２
６
５
万

５
千
円
の
減
額
で
す
。

　
衛
生
費
は
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
う
人
件
費
の
増
額
を
は
じ
め
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

直
診
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
額
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

事
務
所
の
エ
ア
コ
ン
取
替
工
事
の

新
規
計
上
ほ
か
で
、
４
８
０
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
人
件
費
の

減
額
の
ほ
か
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
 

を
吹
き
付
け
る
畦
畔

管
理
省
力
化
事
業
、
小
規
模
治
山

事
業
費
お
よ
び
単
県
漁
船
リ
ー
ス

事
業
補
助
金
の
新
規
計
上 

、

東
イ
ラ
オ
山
線
の
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
事
業
の
追
加
計
上

な
ど
で
、
差
し
引
き
１
６
４
２
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。

　
商
工
費
は
、
人
件
費
の
増
額
の

ほ
か
、「
新
型
コ
ロ
ナ｣

関
連
で
の

情
報
発
信
用
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ   

お
よ
び
直
売
施
設

集
配
車
購
入
に
係
る
仕
様
変
更
分

の
増
額
な
ど
で
、
２
９
４
万

５
千
円
の
増
額
で
す
。

　
土
木
費
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
で
、
４
３
０
万
１
千
円
の

増
額
で
す
。

　
消
防
費
は
、
消
火
栓
の
漏
水

な
ど
に
伴
う
修
繕
料
の
増
額

お
よ
び
、
大
床
た
め
池
消
防
水
利

草
刈
委
託
料
の
新
規
計
上
で
、

39
万
８
千
円
の
増
額
で
す
。

　
教
育
費
は
、
人
件
費
の
減
額
、

建
築
物
等
定
期
報
告
調
査
業
務

委
託
料
、
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
、
八
代 

亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

再
公
演
な
ど
に
係
る
文
化
ホ
ー
ル

事
業
の
新
規
計
上
で
、
差
し
引
き

３
６
２
万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

　
４
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算　

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

74
万
８
千
円
を
追
加
し
、

６
億
９
２
９
５
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
、人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、
元
年
度

実
績
に
伴
う
保
険
給
付
費
等
交
付

金
償
還
金
の
増
額
に
よ
る
も
の

な
ど
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

29
万
９
千
円
を
追
加
し
、

５
９
０
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
、
昇
格
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町

　
　
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

57
万
７
千
円
を
追
加
し
、

６
億
５
９
９
７
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
、
共
済
負
担
金
率
の
確
定

に
よ
る
共
済
の
増
額
を
は
じ
め
、

も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
ー
ス
料
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
費
の
追
加
計
上
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町

　
　
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

29
万
３
千
円
を
追
加
し
、

５
５
６
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
、
木
与
の
漏
水
調
査
業
務
委
託

料
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

全

員

協

議

会　

◆
令
和
元
年
度

　
阿
武
町 

繰
越
明
許
費

　
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

【
】：
翌
年
度
へ
の
繰
越
額

商
工
費

・
阿
武
町
起
業
化
支
援
補
助
金

【
50
万
円
】

・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金

【
２
５
０
０
万
円
】

土
木
費

・
千
歳
橋
橋
梁
補
修
事
業

【
２
１
０
０
万
円
】

・
過
疎
対
策
道
路
事
業

　
（
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
事
業
）

【
１
５
０
０
万
円
】

　
（
町
道
東
方
筒
尾
線道

路
改
良
事
業
）

【
３
０
６
４
万
３
千
円
】

・
一
般
単
独
道
路
事
業

　
（
町
道
汐
入
野
地
線周

辺
整
備
事
業
）

【
５
６
７
万
９
５
０
０
円
】

　
（
木
与
防
災
事
業
）【

２
５
０
万
円
】

災
害
復
旧
費

・Ｒ
元
災 

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

【
１
０
６
８
万
６
千
円
】

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

《
》：
契
約
日
・
方
法

【
】：
契
約
金
額　
　

（
）：
契
約
の
相
手
方

・
新
た
な
し
ご
と
創
出
事
業
に

関
す
る
支
援
業
務

《
４
月
１
日
付
・
随
意
契
約
》

【
４
９
４
１
万
６
千
６
５
８
円
】

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

・
ま
ち
の
縁
側
事
業
造
成
工
事

測
量
設
計
業
務

《
４
月
１
日
付
・
随
意
契
約
》

【
７
９
９
４
万
９
千
７
６
０
円
】

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

・
ま
ち
の
縁
側
事
業
造
成
工
事

測
量
設
計
業
務

《
６
月
９
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
７
９
２
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

　
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く

も
の
で
、
５
月
28
日
の
取
締
役
会

お
よ
び
株
主
総
会
で
議
決
さ
れ
た

第
10
期
（
令
和
元
年
度
）
決
算
な
ど

の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

※1

※1 センチピード グラス：維持･管理が容易で、雑草の抑制に効果がある芝草。別名「ムカデシバ」。

会期：6月 17 日～ 23日
議案：9件　
全員協議会での報告：3 件
全会一致で 可決・承認

1,648 万 1千円の増額
総額は 39 憶 5,509 万 1 千円に

一般会計
補正予算

・光ファイバー整備基本設計　　500 万円
・障害者グループホーム予定地
　　　　　　（奈古･上郷）測量　150 万円 ほか

初日の様子。　２日前に防衛省から｢イージス配備計画停止｣の発表があったため
報道各社や ｢阿武町民の会｣ の関係者など     大勢の人が傍聴席に詰めかけた
初日の様子。　２日前に防衛省から｢イージス配備計画停止｣の発表があったため
報道各社や ｢阿武町民の会｣ の関係者など     大勢の人が傍聴席に詰めかけた
初日の様子。　２日前に防衛省から｢イージス配備計画停止｣の発表があったため
報道各社や ｢阿武町民の会｣ の関係者など     大勢の人が傍聴席に詰めかけた
初日の様子。　２日前に防衛省から｢イージス配備計画停止｣の発表があったため
報道各社や ｢阿武町民の会｣ の関係者など     大勢の人が傍聴席に詰めかけた
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員
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条
例
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一
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を

改
正
す
る
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｢
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政
手
続
等
に
お
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通
信

情
報
の
技
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の
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に
関
す
る

法
律
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て
、

条
文
中
の
法
律
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を
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す
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。

◆
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を
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す
る
条
例

　
学
校
薬
剤
師
の
報
酬
を
萩
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６
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ら
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と
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が
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状
が
現
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た
こ
と
で
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し
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労
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す
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で
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い
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一
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に
関
す
る
条
例
」
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改
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に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
主
な
補
正
内
容　

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）

　
１
６
４
８
万
１
千
円
追
加
し
、

総
額
39
億
５
５
０
９
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
費
は
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員
共
済
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担
金
の
率
の
確
定
に
よ
る
増
額

と
、
議
員
辞
職
に
よ
る
報
酬
な
ど

人
件
費
の
減
額
で
、
差
し
引
き

２
８
４
万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

　
総
務
費
の
主
な
も
の
は
、
人
事

異
動
に
伴
う
給
料
・
手
当
な
ど
の

調
整
お
よ
び
共
済
組
合
負
担
金
の

率
の
確
定
に
よ
る
人
件
費
の
減
額

を
は
じ
め
、
町
道
東
方
筒
尾
線

沿
い
の
町
有
地
の
盛
土
・
採
石

敷
な
ら
し
工
事
、
建
築
基
準
法
に

よ
る
「
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」
と

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー｣

の
建
築
物

等
定
期
報
告
調
査
業
務
委
託
料
の

ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

男
子
ト
イ
レ
の
掃
除
用
流
し
台

取
替
工
事
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

に
係
る
基
本
設
計
業
務
委
託
料
、

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
利
用
者
の

安
全
管
理
の
た
め
の
フ
ェ
ン
ス

な
ど
の
設
置
工
事
、
国
外
転
出
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の

利
用
に
係
る
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、

企
業
誘
致
の
た
め
の
大
床
た
め
池

下
の
所
有
権
移
転
登
記
業
務
委
託

料
の
新
規
計
上
、
公
共
施
設
整
備

基
金
利
子
積
立
金
の
追
加
計
上
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
の

減
額
な
ど
で
、
差
し
引
き
６
７
１
万

６
千
円
の
増
額
で
す
。

　
民
生
費
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、
障
害
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
予
定
地
測
量

業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
国
保

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
減

な
ど
で
、
差
し
引
き
１
２
６
５
万

５
千
円
の
減
額
で
す
。

　
衛
生
費
は
、
人
事
異
動
な
ど
に

伴
う
人
件
費
の
増
額
を
は
じ
め
、

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

直
診
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
額
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

事
務
所
の
エ
ア
コ
ン
取
替
工
事
の

新
規
計
上
ほ
か
で
、
４
８
０
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
人
件
費
の

減
額
の
ほ
か
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド

グ
ラ
ス
 

を
吹
き
付
け
る
畦
畔

管
理
省
力
化
事
業
、
小
規
模
治
山

事
業
費
お
よ
び
単
県
漁
船
リ
ー
ス

事
業
補
助
金
の
新
規
計
上 

、

東
イ
ラ
オ
山
線
の
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
事
業
の
追
加
計
上

な
ど
で
、
差
し
引
き
１
６
４
２
万

９
千
円
の
増
額
で
す
。

　
商
工
費
は
、
人
件
費
の
増
額
の

ほ
か
、「
新
型
コ
ロ
ナ｣

関
連
で
の

情
報
発
信
用
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ   

お
よ
び
直
売
施
設

集
配
車
購
入
に
係
る
仕
様
変
更
分

の
増
額
な
ど
で
、
２
９
４
万

５
千
円
の
増
額
で
す
。

　
土
木
費
は
、
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
で
、
４
３
０
万
１
千
円
の

増
額
で
す
。

　
消
防
費
は
、
消
火
栓
の
漏
水

な
ど
に
伴
う
修
繕
料
の
増
額

お
よ
び
、
大
床
た
め
池
消
防
水
利

草
刈
委
託
料
の
新
規
計
上
で
、

39
万
８
千
円
の
増
額
で
す
。

　
教
育
費
は
、
人
件
費
の
減
額
、

建
築
物
等
定
期
報
告
調
査
業
務

委
託
料
、
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
、
八
代 

亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

再
公
演
な
ど
に
係
る
文
化
ホ
ー
ル

事
業
の
新
規
計
上
で
、
差
し
引
き

３
６
２
万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

　
４
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算　

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

74
万
８
千
円
を
追
加
し
、

６
億
９
２
９
５
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
、人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
額
の
ほ
か
、
元
年
度

実
績
に
伴
う
保
険
給
付
費
等
交
付

金
償
還
金
の
増
額
に
よ
る
も
の

な
ど
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

29
万
９
千
円
を
追
加
し
、

５
９
０
３
万
８
千
円
と
す
る
も
の

で
、
昇
格
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 

阿
武
町

　
　
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

57
万
７
千
円
を
追
加
し
、

６
億
５
９
９
７
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
、
共
済
負
担
金
率
の
確
定

に
よ
る
共
済
の
増
額
を
は
じ
め
、

も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
ー
ス
料
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
費
の
追
加
計
上
に

よ
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度 
阿
武
町

　
　
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
回
）

　

29
万
３
千
円
を
追
加
し
、

５
５
６
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
、
木
与
の
漏
水
調
査
業
務
委
託

料
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

全

員

協

議

会　

◆
令
和
元
年
度

　
阿
武
町 

繰
越
明
許
費

　
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

【
】：
翌
年
度
へ
の
繰
越
額

商
工
費

・
阿
武
町
起
業
化
支
援
補
助
金

【
50
万
円
】

・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金

【
２
５
０
０
万
円
】

土
木
費

・
千
歳
橋
橋
梁
補
修
事
業

【
２
１
０
０
万
円
】

・
過
疎
対
策
道
路
事
業

　
（
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
事
業
）

【
１
５
０
０
万
円
】

　
（
町
道
東
方
筒
尾
線道

路
改
良
事
業
）

【
３
０
６
４
万
３
千
円
】

・
一
般
単
独
道
路
事
業

　
（
町
道
汐
入
野
地
線周

辺
整
備
事
業
）

【
５
６
７
万
９
５
０
０
円
】

　
（
木
与
防
災
事
業
）【

２
５
０
万
円
】

災
害
復
旧
費

・Ｒ
元
災 

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

【
１
０
６
８
万
６
千
円
】

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

《
》：
契
約
日
・
方
法

【
】：
契
約
金
額　
　

（
）：
契
約
の
相
手
方

・
新
た
な
し
ご
と
創
出
事
業
に

関
す
る
支
援
業
務

《
４
月
１
日
付
・
随
意
契
約
》

【
４
９
４
１
万
６
千
６
５
８
円
】

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

・
ま
ち
の
縁
側
事
業
造
成
工
事

測
量
設
計
業
務

《
４
月
１
日
付
・
随
意
契
約
》

【
７
９
９
４
万
９
千
７
６
０
円
】

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

・
ま
ち
の
縁
側
事
業
造
成
工
事

測
量
設
計
業
務

《
６
月
９
日
付
・
指
名
競
争
入
札
》

【
７
９
２
万
円
】

（
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の

　
　
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く

も
の
で
、
５
月
28
日
の
取
締
役
会

お
よ
び
株
主
総
会
で
議
決
さ
れ
た

第
10
期
（
令
和
元
年
度
）
決
算
な
ど

の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

清水 教昭 議員
❶住民が豊かな生活をするための、

森と海を将来に残すには
❷生活困窮者が発生をしない、

町づくり体制について
市原   旭   議員
❶新型コロナウイルス対応について
❷地域コーディネーターについて

池田 倫拓 議員
❶新型コロナウイルスによる

学校への影響について

中野 祥太郎 議員
❶イージス･アショアの配備について

伊藤 敬久 議員
❶新型コロナウイルス感染症対策について

池田 倫拓 議員
❶新型コロナウイルスによる

学校への影響について

中野 祥太郎 議員
❶イージス･アショアの配備について

伊藤 敬久 議員
❶新型コロナウイルス感染症対策について

しみず    のりあき

いちはら    あきら

いけだ　みちひろ

なかの     しょうたろう

 いとう    よしひさ

清水 教昭 議員
❶住民が豊かな生活をするための、

森と海を将来に残すには
❷生活困窮者が発生をしない、

町づくり体制について
市原   旭   議員
❶新型コロナウイルス対応について
❷地域コーディネーターについて

しみず    のりあき

いちはら    あきら

いけだ　みちひろ

なかの     しょうたろう

 いとう    よしひさ

一 般 質 問   《 詳しい内容は「議会だより｣（Ｐ６～）に掲載しています 》

※2

※2 デジタル サイネージ ディスプレイ：映像や文字を表示する｢電子看板」。来場客への周知・宣伝の効果が期待される。

や
し
ろ        

あ
き

イ
ー
ジ
ス･

ア
シ
ョ
ア
に
関
す
る

記
事
は
Ｐ
５
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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打
て
ば
響
く

町長
コラム
　
　

ス
タ
ジ
オ
か
ら
見
え
る
も
の　
　
　

　
テ
レ
ビ
番
組
の
ス
タ
ジ
オ
の「
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト

（
背
景
）」を
見
る
の
が
好
き
で
す
。

　
テ
レ
ビ
で
は
毎
日
、ニ
ュ
ー
ス
や
バ
ラ
エ
テ
ィ

な
ど
、多
く
の
番
組
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
気
な
い
番
組
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
に
背
景
の

セ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
る
プ
ロ
が
い
て
、視
聴
者

を
意
識
し
な
が
ら
、工
夫
を
凝
ら
し
、世
相
を

反
映
し
、時
に
は
、近
未
来
の
世
界
を
予
測

し
な
が
ら
セ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、最
近
の
傾
向
は
、完
璧
で
ピ
カ

ピ
カ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
セ
ッ
ト
よ
り
も
、

あ
え
て
使
用
感
の
あ
る
木
材
や
、ム
ラ
の
あ
る

塗
装
、素
人
っ
ぽ
い
組
み
立
て
な
ど
、手
作
り
感

の
あ
る
背
景
が
と
て
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
セ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、20
代
か
ら
40
代

ぐ
ら
い
の
若
手
の
人
が
多
く
、そ
の
人
た
ち
の

感
性
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、テ
レ
ビ
の
バ
ッ
ク
セ
ッ
ト
を
見
る

こ
と
は
、現
代
だ
け
で
な
く
、次
代
を
リ
ー
ド

す
る
人
た
ち
の
頭
の
中
を
覗
く
の
と
同
じ
意
味

が
あ
る
と
、私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
後
の「
新
し
い
生
活
様
式
」、暮
ら
し

方
は
、「
寸
分
の
狂
い
も
無
駄
も
な
く
、計
算

さ
れ
た
ピ
カ
ピ
カ
な
も
の
」で
は
な
く
、む
し
ろ

多
少
の
ズ
レ
や
汚
れ
は
味
で
あ
り
、そ
こ
に

人
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
、そ
し
て
互
い
が

許
容
し
あ
え
る
様
な

社
会
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

花田 憲彦 町長
はなだ のりひこ

矢
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
お
隣
・

萩
市
大
井
の
自
転
車
屋
で
し
た
。
な
の
で

実
は
、
阿
武
町
に
は
小
さ
な
頃
か
ら

『
縁
』
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

毎
年
、
夏
休
み
に
は
、
清
ヶ
浜
に
泳
ぎ
に

行
っ
て
い
た
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、

『
い
つ
か
、
こ
ん
な
町
に
住
み
た
い
な
』
と

漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
ね
。」

　
矢
田
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
３
人
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
奈
古
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
51
年
、
兵
庫
県
加
古
川
市
で
生
ま
れ
、

20
代
の
頃
は
北
海
道
ニ
セ
コ
町
の
建
設
会
社

で
働
き
な
が
ら
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
４
月
に
、
阿
武
町
に
移
住
。

　
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
の
頃
の
「
思
い
出
」

だ
っ
た
と
、
矢
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
阿
武
町
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
大
好
き

な
場
所
で
す
。
そ
ん
な
町
に
キ
ャ
ン
プ
場
が

で
き
る
と
聞
き
、
ぜ
ひ
と
も
携
わ
り
た
い
と

思
っ
て
、
集
落
支
援
員
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

人
が
集
ま
る
と
、
ま
ち
も
楽
し
く
な
る
。

　

魚
が
美
味
し
く
、
農
産
物
も
美
味
し
い

阿
武
町
に
は
、
僕
が
子
ど
も
の
頃
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
良
さ
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。」

　
地
域
に
根
差
し
た
知
識
や
経
験
、
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
活
か
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
人
材
・「
阿
武
町 

集
落
支
援
員
」
と
し
て
、

奈
古
地
区
・
美
咲
の 

矢
田 
英
和 
さ
ん 

が
、
７
月
１
日
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
移
住
、
そ
し
て
地
域
の
担
い
手
へ

　
阿
武
町
へ
の
移
住
後
は
、
萩
市
の
建
設

会
社
で
働
き
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
去
年
か
ら
、
働
き
の
場
を
町
内
に

移
し
、
自
伐
型
林
業
と
漁
業
の
両
立
に
挑
戦
。

　
こ
れ
ま
で
「
現
場
」
で
培
っ
て
き
た
知
識

と
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
は
「
集
落
支
援
員
」

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す
。

集
落
支
援
員  

新
た
に
着
任
！

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
人
候
補　

矢
田 

英
和 

さ
ん

矢
田
さ
ん
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、《
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
》。

町
内
各
集
落
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、「
滞
在
型
交
流
拠
点
」
を
中
心
に
、

「
第
一
次
産
業
」と「
体
験
型
観
光
」が
連
動
す
る
経
済
循
環
を
促
し
ま
す
。

や　

だ

 

　

 

ひ
で
か
ず

動
き
始
め
た
ま
ち
づ
く
り

 
　
新
た
な
活
躍
に
期
待
！

  

全
国
か
ら

　
　
人
が
集
ま
る

　
ま
ち
を
目
指
す
！

矢田さんと花田町長。阿武町の未来へ決意表明！

や
だ 　

ひ
で
か
ず

町では、道の駅に隣接した「キャンプ
フィールド」と「ビジターセンター」で
構成される【滞在型交流拠点】を整備
します。《暮らしの魅力》を伝えることで、
《滞在時間の延長》・《消費の促進》を図り、
「人・もの・お金｣が地域内で循環 する
「持続可能なまちづくり」をめざします。
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６
月
15
日
、
防
衛
省
は
、
陸
上
自
衛
隊

「
む
つ
み
演
習
場
」
へ
の
地
上
配
備
型

ミ
サ
イ
ル
迎
撃
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
」
の
配
備
に
関
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
停
止
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
同
月
18
日
に
は
、
安
倍 

晋
三 

首
相
が

「
地
元
の
み
な
さ
ま
に
ご
説
明
し
て
い
た

前
提
が
違
っ
て
い
た
以
上
、
こ
の
ま
ま

進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
判
断

し
た
」
と
発
言
。

　
こ
れ
ら
の
、 イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を

巡
る
一
連
の
決
定
は
、
７
月
14
日
に
公
開

さ
れ
た
、
最
新
の
「
防
衛
白
書
」
に
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
安
全
保
障
戦
略
の
今
後
の
あ
り
よ
う

に
つ
い
て
、
防
衛
白
書
に
は
「
こ
の
夏
、

国
家
安
全
保
障
会
議
で
徹
底
的
に

議
論
し
、
新
し
い
方
向
性
を
し
っ
か
り
と

打
ち
出
し
、
速
や
か
に
実
行
に
移
し
て

い
き
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
事
実
上
の

「
白
紙
撤
回
」
で
あ
る
と
報
じ
て
い
ま
す
。

イージス･アショア   事実上の ｢白紙撤回｣ へ
　令 和 ２ 年 版　防 衛 白 書　「 こ の ま ま 進 め る わ け に は い か な い 」   と 明 記　

あ
べ   

し
ん
ぞ
う

平成 29年 12 月
　陸自へのイージス・アショア２基導入が
　国家安全保障会議および閣議で決定。
平成 30年 6月
　当時の防衛大臣政務官が山口・秋田を
　訪問し、配備計画と候補地について説明。
　阿武町で 1 回目の住民説明会が開催。
平成 30年 7月
　「四つ葉サークル」が反対を表明し、
　阿武町・花田町長に申し入れを行う。
　（同年 7～ 8月に、2・3回目の住民説明会）
平成 30年 9月
　福賀地区の全 16 自治会と 4 法人が
　連名で「計画撤回の嘆願書」を提出。
　同月 20 日の議会では、阿武町議会と
　花田町長が、｢計画反対」の意思を表明。
　（同年 10 月に、4 回目の住民説明会）
平成 31年 2月
　「むつみ演習場へのイージス・アショア
　 配備に反対する阿武町民の会」が設立。
　（同年4月、会員数が町有権者の過半数に）
令和元年 6月
　阿武町で５回目の住民説明会が開催。
　同月、調査報告書に記載された｢西台｣の
　標高について、数値のズレが指摘される。
令和元年 12月
　阿武町で６回目の住民説明会が開催。
　｢ブースターの落下｣などが争点となる。
令和 2年 6月
　15 日、防衛省が「配備計画停止」を発表。
　18 日、安倍首相が「判断」について発言。
　19 日、河野防衛大臣が県庁を訪問し陳謝。
　24 日、国家安全保障会議で｢撤回方針｣。
　25 日、自民党内会議で｢撤回方針｣が報告。
令和 2年 7月
　14 日、防衛省が最新の｢防衛白書｣を公開。
　配備計画を停止する旨が明記された。

イージスアショア配備計画の推移

論点の整理
なぜ阿武町は、イージス･アショア配備に反対するのか？
決して、国の｢ミサイル防衛｣そのものに反対しているわけではありません。
しかし問題は、迎撃ミサイルの発射台が、あまりにも生活圏に近すぎることです。
｢町民の生命を守ること」は使命であり義務であると、阿武町は考えています。
そして、人口減少が著しい阿武町では、｢定住・交流の促進｣が一番の課題です。
はたして、「ミサイルが落ちてくるかもしれない町｣に人が集まるでしょうか。
人の暮らしに影響のない別の場所に変えてほしいと、ただ願っているだけです。

「計画停止｣発表直後の議会には マスコミの取材が殺到

阿武町  事業承継支援  奨励金
阿武町内に５年以上続けて店舗または事業所を経営されている、
あるいは、町内に５年以上続けて店舗･事業所を経営されていた
廃業から１年以内の事業者が事業を譲られた場合に奨励金！

親族承継 100 万円
第三者承継 200 万円

・事業を譲られた方に　100 万円

・事業を譲られた方に　 100 万円
・事業を譲り受けた方に 100 万円

７/１制度開始

問： まちづくり推進課  ☎ 2 - 3111
　　萩商工会 阿武支所  ☎ 2 - 2105

申請書のダウンロードはコチラ
手 続 き の 流 れ な ど
詳細は、阿武町役場
Ｗｅｂサイトに掲載 ｢阿 武 町 事 業 承 継 支 援 交 付 金｣で 検 索！
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一
般
質
問　
第
４
回
定
例
会  

６
月
17
日

  しみず　  のりあき

清水 教昭 議員

 いちはら 　  あきら

市原　 旭  議員

萩 市 社 会 福 祉 協 議 会 の チ ラ シ
支援の流れをわかりやすく解説

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ
｢

地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー｣

に
つ
い
て

｢

地
元
至
上
主
義
の

押
し
付
け
」
に
陥
る

危
険
性
も
あ
る
た
め

慎
重
な
対
応
が
必
要
。

今
後
の
課
題
と
す
る

問　
以
前
か
ら
町
長
は
、

｢

小
さ
な
困
り
事
に
対
処
す
る

事
業
を
実
現
し
、
地
域
互
助

を
促
進
す
る
道
を
探
り
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の

事
務
局
的
な
役
割
を
担
う
、

「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
募
集
中
の
「
集
落

支
援
員
」
の
業
務
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
担
う
余
地
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
、「
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

各
地
区
に
、
集
落
支
援
員
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
小
さ
な
困
り
事
」
の

解
決
に
つ
い
て
は
、
行
政
・

住
民
の
、
ど
ち
ら
が
主
導

す
る
べ
き
で
あ
る
か
、
よ
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

能
力
を
明
確
化
す
る
と
同
時

に
、
地
域
側
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
る
事
も
必
要

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
外
部
の
方
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

方
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、

指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
募
集
す
る

集
落
支
援
員
は
、
今
年
度
、

道
の
駅
付
近
に
整
備
す
る

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

運
営
を
担
う
人
材
で
あ
る
。

　

田
舎
暮
ら
し
は
、
ま
さ
に

｢

３
つ
の
密｣

と
は
対
局
で
あ
り
、

価
値
観
の
変
化
の
中
で
、

将
来
的
に
、
都
市
部
か
ら
の

移
住
の
流
れ
が
必
ず
来
る
。

　

ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
情
報
通
信
基
盤

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
な
ど
、

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
「
正
し
く
恐
れ
る
」

た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
。
福
賀

小
学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が

紙
芝
居
を
自
作
し
、
わ
か
り

や
す
く
指
導
し
た
例
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
長
期
の
学
校

休
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の

ス
ト
レ
ス
や
、
ゲ
ー
ム
へ
の

依
存
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
分
散
登
校
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

心
理
面
を
把
握
す
る
な
ど

し
て
き
た
。
現
時
点
で
は
、

該
当
の
報
告
は
な
い
が
、

今
後
も
注
意
し
つ
つ
、
万
全

を
尽
く
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
授
業
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
も
力
を
入
れ
、

遠
隔
合
同
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
な
ど
、
新
し
い
手
法
の

導
入
も
進
め
て
い
き
た
い
。

方
に
、
補
修
な
ど
を
含
め
た

維
持
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

問　
農
業
用
水
路
の
管
理
費

と
、
大
雨
で
被
害
が
発
生
を

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
長　
補
修
管
理
は
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
や

集
落
彩
生
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
て
行
う
。

　

大
雨
で
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
雨
量
・
工
事
金
額

な
ど
が
採
択
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
国
が
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
認
め
れ
ば
、

普
通
河
川
で
も
農
業
用
水
路

で
も
、
町
で
工
事
を
実
施

で
き
る
。
そ
の
際
の
経
費
は

国
庫
補
助
な
ど
が
主
と
な
り
、

地
元
負
担
は
発
生
し
な
い
。

問　
農
業
用
水
路
を
、
条
例

で
定
め
、
あ
る
い
は
普
通
河

川
に
格
上
げ
す
る
こ
と
で
、

町
が
維
持
管
理
を
担
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

土
木
建
築
課
長　
災
害
時
に

人
的
被
害
を
伴
わ
な
い
水
路

は
、
町
内
各
地
区
に
多
く

存
在
し
て
お
り
、
町
が
管
理

す
る
こ
と
は
、
公
平
性
で
も
、

財
政
面
で
も
難
が
あ
る
。

　

用
水
路
で
な
く
用
排
水
路

で
あ
れ
ば
、「
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
」
で
実
施
し
、

経
費
の
大
部
分
に
国
庫
補
助

を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
の
使
用
方
法
と
、

復
旧
、
補
修
の
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長　
期
ご
と
の

活
動
内
容
や
経
費
配
分
を

決
定
す
る
際
は
、
農
林
水
産
省

が
発
行
す
る
制
度
の
概
要
書
、

そ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
参
考

事
例
を
、
協
定
関
係
者
の

確
認
と
、
話
し
合
い
を
経
て

決
定
す
る
。

　

日
常
の
維
持
管
理
的
な

補
修
に
つ
い
て
は
、
申
請

な
ど
の
手
続
き
は
必
要
な
い
。

　

護
岸
復
旧
な
ど
に
あ
た
り
、

構
造
上
の
影
響
が
あ
る
場
合

は
、
土
木
建
築
課
と
事
前
に

協
議
を
行
う
。

生
活
困
窮
者
が

発
生
し
な
い

ま
ち
づ
く
り
体
制
は

研
修
参
加
を
行
い

積
極
的
に
職
員
の

資
質
向
上

問　
阿
武
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
萩
市
と
の
連
携
で
、

相
談
者
が
た
ら
い
回
し
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
相
談
内
容
が
多
岐
に

わ
た
る
場
合
は
、
相
談
者

か
ら
し
っ
か
り
と
聞
き
取
り
、

適
切
な
部
署
に
つ
な
ぐ
。

　

後
か
ら
「
た
ら
い
回
し
」

と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
関
連
事
項
に
つ
い
て

正
し
く
説
明
し
た
か
ど
う
か

確
認
で
き
る
、「
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
い
る
。

問　
阿
武
町
社
協
と
の
連
携

と
、
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
社
協
・
健
康
福
祉
課

の
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、

訪
問
先
で
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
社
協
が
実
施
す
る

「
生
活
安
定
対
策
資
金
」、

「
法
外
援
護
資
金
」
の
貸
付
、

さ
ら
に
は
、
山
口
県
社
協
が

実
施
す
る
「
生
活
福
祉
資
金
」

に
つ
い
て
は
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
７
月
の

広
報
配
布
時
に
、
全
世
帯
に

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
相
談
窓
口
」で
の
対
応
は
、

丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
か
。

　

ま
た
、
自
粛
解
除
後
の

対
策
や
、
収
束
後
の
展
開
に

つ
い
て
、
町
長
に
問
う
。

　

一
方
で
、
自
粛
解
除
後
の

学
校
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　

心
の
ケ
ア
な
ど
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
教
育
長
に
問
う
。

町
長　
緊
急
事
態
宣
言
で

日
本
中
の
暮
ら
し
や
経
済
が

大
打
撃
を
受
け
た
中
、
阿
武

町
で
は
２
度
の
臨
時
議
会
で
、

独
自
の
緊
急
経
済
対
策

５
事
業
と
、
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

18
の
経
済
対
策
を
計
上
。

　

本
庁
・
支
所
・
商
工
会
に

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
町
の

事
業
の
申
請
書
は
極
力
、

簡
素
な
も
の
と
し
た
。

　

｢

特
別
定
額
給
付
金｣

は
、

職
員
の
手
で
申
請
書
類
を

作
成
す
る
な
ど
、
町
独
自
の

手
法
で
県
内
最
速
ク
ラ
ス
の

対
応
を
実
現
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
阿
武
町

学
生
応
援
便
事
業
」
な
ど
、 

町
独
自
の
取
り
組
み
は
、
各

方
面
で
報
道
さ
れ
、
反
響
が

大
き
か
っ
た
。

町
長　
町
で
は
個
別
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
ら
ず
、
生
活
困
窮
者
の

対
応
に
特
化
し
た
職
場
内

教
育
も
行
っ
て
い
な
い
。

　

指
摘
の
通
り
、
適
切
な

対
応
を
行
う
に
は
、
適
切
な

心
構
え
が
必
要
で
あ
り
、

ま
ず
は
書
籍
購
入
、
研
修

へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、

積
極
的
に
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」

に
つ
い
て

新
し
い
生
活
様
式
に

順
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に

｢

集
中｣

か
ら｢

分
散｣

へ

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
て
い
く

問　
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
気
配
り
・
目
配
り
を

生
か
し
た
施
策
の
継
続
を
願
う
。

問　
阿
武
町
社
協
の
住
民

向
け
説
明
資
料
の
内
容
に

つ
い
て
、
萩
市
社
協
と
比
較

し
た
上
で
、
活
用
な
ど
の

見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
萩
市
社
協
で
は
、

相
談
内
容
や
支
援
の
流
れ
、

問
い
合
わ
せ
先
な
ど
を

ま
と
め
て
掲
載
し
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
市
の
各
事
務
所

窓
口
に
設
置
、
ま
た
は
配
布

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な

チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
お
ら
ず
、

萩
市
社
協
の
も
の
を
参
考
に
、

相
談
窓
口
の
紹
介
資
料
を

作
成
し
、
設
置
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
受
付
に
お
け
る
相
談
者

へ
の
対
応
で
、
親
切
心
の

不
足
が
、
み
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。

　
イ
ー
ジ
ス
・

　
ア
シ
ョ
ア
の

　
配
備
計
画
に
つ
い
て

　　
白
紙
撤
回
ま
で

　
こ
れ
ま
で
と
同
様

　
町
民
と
と
も
に

　
ぶ
れ
る
こ
と
な
く

　
反
対
活
動
を
す
る

問　
６
月
15
日
に
河
野
太
郎

防
衛
大
臣
よ
り
、
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
の
配
備
に
つ
い
て

「
計
画
を
停
止
す
る
」
と
の

表
明
が
あ
っ
た
。

　

計
画
停
止
の
主
な
理
由
は
、

「
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
打
ち
上
げ

時
に
切
り
離
す
推
進
装
置
・

ブ
ー
ス
タ
ー
が
落
下
す
る
際

の
安
全
性
を
担
保
す
る
に
は
、

シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
改
修
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

阿
武
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

　

地
域
交
通
も
買
い
物
も
、

利
用
者
が
存
在
し
て
初
め
て

事
業
を
継
続
で
き
る
も
の
で

あ
り
、こ
れ
か
ら
は
、「
共
助
」・

「
互
助
」
の
視
点
で
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
出
た
意
見
を

最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、

行
政
は
後
方
支
援
に
徹
す
る

と
い
う
、「
新
し
い
公
共
の

あ
り
方
」
を
模
索
し
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

よ
う
な
地
域
交
通
を
例
に

挙
げ
れ
ば
、
ル
ー
ト
や
運
行

方
法
に
つ
い
て
は
地
域
で

協
議
し
て
い
た
だ
く
一
方
で
、

車
両
の
提
供
・
費
用
負
担
と

い
っ
た
分
野
を
「
公
助
」
と

し
て
町
が
担
う
よ
う
な
形
に

し
た
い
。

　

阿
武
町
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
専
門
家
と
し
て
招
聘
し
て

い
る
社
会
政
策
学
者
の
藤
山 

浩 

氏※

も
、
地
域
を
ひ
と
つ
の

経
営
体
で
あ
る
と
捉
え
、

主
体
的
に
活
動
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

各
地
区
に
集
落
支
援
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、

配
置
に
あ
た
っ
て
は
、「
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

役
割
や
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・

豊
か
な
生
活
の
た
め
に

森
と
海
を
残
す
に
は

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
で

維
持
管
理

問　
法
定
外
公
共
物
で
あ
る
、

普
通
河
川
と
水
路
の
管
理
は
。

町
長　
法
定
外
水
路
に
お
け
る

「
災
害
復
旧
」の
採
択
基
準
は
、

普
通
河
川
が
該
当
す
る

「
公
共
土
木
施
設
災
害｣ 

に

つ
い
て
は
、護
岸
高
１
ｍ
以
上

で
あ
る
こ
と
。
一
方
、
護
岸
高

１
ｍ
未
満
の
水
路
は ｢

農
業
用

施
設
災
害｣

と
し
て
扱
う
。

　

普
通
河
川
は
市
町
村
が

管
理
し
て
い
る
が
、
水
路
に

つ
い
て
は
、
そ
の
地
区
の

住
民
の
生
活
や
生
産
な
ど
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

「
阿
武
町
法
定
外
公
共
物
管
理

条
例
」
に
基
づ
き
、
地
元
の

6



キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
完
成
予
想
図

（
詳
細
は
広
報
あ
ぶ
６
月
号
に
掲
載
）

  なかの　   しょうたろう

中野 祥太郎 議員

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

｢

地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー｣

に
つ
い
て

｢

地
元
至
上
主
義
の

押
し
付
け
」
に
陥
る

危
険
性
も
あ
る
た
め

慎
重
な
対
応
が
必
要
。

今
後
の
課
題
と
す
る

問　
以
前
か
ら
町
長
は
、

｢

小
さ
な
困
り
事
に
対
処
す
る

事
業
を
実
現
し
、
地
域
互
助

を
促
進
す
る
道
を
探
り
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の

事
務
局
的
な
役
割
を
担
う
、

「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
募
集
中
の
「
集
落

支
援
員
」
の
業
務
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
担
う
余
地
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
、「
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

各
地
区
に
、
集
落
支
援
員
を

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
「
小
さ
な
困
り
事
」
の

解
決
に
つ
い
て
は
、
行
政
・

住
民
の
、
ど
ち
ら
が
主
導

す
る
べ
き
で
あ
る
か
、
よ
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

能
力
を
明
確
化
す
る
と
同
時

に
、
地
域
側
の
受
け
入
れ

体
制
を
整
え
る
事
も
必
要

で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
外
部
の
方
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

方
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、

指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
募
集
す
る

集
落
支
援
員
は
、
今
年
度
、

道
の
駅
付
近
に
整
備
す
る

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

運
営
を
担
う
人
材
で
あ
る
。

　

田
舎
暮
ら
し
は
、
ま
さ
に

｢

３
つ
の
密｣

と
は
対
局
で
あ
り
、

価
値
観
の
変
化
の
中
で
、

将
来
的
に
、
都
市
部
か
ら
の

移
住
の
流
れ
が
必
ず
来
る
。

　

ま
ち
の
縁
側
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
情
報
通
信
基
盤

の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
な
ど
、

着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　
「
正
し
く
恐
れ
る
」

た
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

理
解
が
必
要
で
あ
る
。
福
賀

小
学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が

紙
芝
居
を
自
作
し
、
わ
か
り

や
す
く
指
導
し
た
例
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
長
期
の
学
校

休
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の

ス
ト
レ
ス
や
、
ゲ
ー
ム
へ
の

依
存
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
分
散
登
校
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

心
理
面
を
把
握
す
る
な
ど

し
て
き
た
。
現
時
点
で
は
、

該
当
の
報
告
は
な
い
が
、

今
後
も
注
意
し
つ
つ
、
万
全

を
尽
く
す
。

　

ま
た
今
後
は
、
授
業
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
も
力
を
入
れ
、

遠
隔
合
同
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
な
ど
、
新
し
い
手
法
の

導
入
も
進
め
て
い
き
た
い
。

方
に
、
補
修
な
ど
を
含
め
た

維
持
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
。

問　
農
業
用
水
路
の
管
理
費

と
、
大
雨
で
被
害
が
発
生
を

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
長　
補
修
管
理
は
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
や

集
落
彩
生
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
て
行
う
。

　

大
雨
で
被
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
雨
量
・
工
事
金
額

な
ど
が
採
択
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
国
が
災
害
復
旧

事
業
と
し
て
認
め
れ
ば
、

普
通
河
川
で
も
農
業
用
水
路

で
も
、
町
で
工
事
を
実
施

で
き
る
。
そ
の
際
の
経
費
は

国
庫
補
助
な
ど
が
主
と
な
り
、

地
元
負
担
は
発
生
し
な
い
。

問　
農
業
用
水
路
を
、
条
例

で
定
め
、
あ
る
い
は
普
通
河

川
に
格
上
げ
す
る
こ
と
で
、

町
が
維
持
管
理
を
担
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

土
木
建
築
課
長　
災
害
時
に

人
的
被
害
を
伴
わ
な
い
水
路

は
、
町
内
各
地
区
に
多
く

存
在
し
て
お
り
、
町
が
管
理

す
る
こ
と
は
、
公
平
性
で
も
、

財
政
面
で
も
難
が
あ
る
。

　

用
水
路
で
な
く
用
排
水
路

で
あ
れ
ば
、「
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業
」
で
実
施
し
、

経
費
の
大
部
分
に
国
庫
補
助

を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
の
使
用
方
法
と
、

復
旧
、
補
修
の
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長　
期
ご
と
の

活
動
内
容
や
経
費
配
分
を

決
定
す
る
際
は
、
農
林
水
産
省

が
発
行
す
る
制
度
の
概
要
書
、

そ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
参
考

事
例
を
、
協
定
関
係
者
の

確
認
と
、
話
し
合
い
を
経
て

決
定
す
る
。

　

日
常
の
維
持
管
理
的
な

補
修
に
つ
い
て
は
、
申
請

な
ど
の
手
続
き
は
必
要
な
い
。

　

護
岸
復
旧
な
ど
に
あ
た
り
、

構
造
上
の
影
響
が
あ
る
場
合

は
、
土
木
建
築
課
と
事
前
に

協
議
を
行
う
。

生
活
困
窮
者
が

発
生
し
な
い

ま
ち
づ
く
り
体
制
は

研
修
参
加
を
行
い

積
極
的
に
職
員
の

資
質
向
上

問　
阿
武
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
萩
市
と
の
連
携
で
、

相
談
者
が
た
ら
い
回
し
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
相
談
内
容
が
多
岐
に

わ
た
る
場
合
は
、
相
談
者

か
ら
し
っ
か
り
と
聞
き
取
り
、

適
切
な
部
署
に
つ
な
ぐ
。

　

後
か
ら
「
た
ら
い
回
し
」

と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
関
連
事
項
に
つ
い
て

正
し
く
説
明
し
た
か
ど
う
か

確
認
で
き
る
、「
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
い
る
。

問　
阿
武
町
社
協
と
の
連
携

と
、
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
社
協
・
健
康
福
祉
課

の
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、

訪
問
先
で
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
社
協
が
実
施
す
る

「
生
活
安
定
対
策
資
金
」、

「
法
外
援
護
資
金
」
の
貸
付
、

さ
ら
に
は
、
山
口
県
社
協
が

実
施
す
る
「
生
活
福
祉
資
金
」

に
つ
い
て
は
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
７
月
の

広
報
配
布
時
に
、
全
世
帯
に

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
相
談
窓
口
」で
の
対
応
は
、

丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い
か
。

　

ま
た
、
自
粛
解
除
後
の

対
策
や
、
収
束
後
の
展
開
に

つ
い
て
、
町
長
に
問
う
。

　

一
方
で
、
自
粛
解
除
後
の

学
校
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　

心
の
ケ
ア
な
ど
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
教
育
長
に
問
う
。

町
長　
緊
急
事
態
宣
言
で

日
本
中
の
暮
ら
し
や
経
済
が

大
打
撃
を
受
け
た
中
、
阿
武

町
で
は
２
度
の
臨
時
議
会
で
、

独
自
の
緊
急
経
済
対
策

５
事
業
と
、
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

18
の
経
済
対
策
を
計
上
。

　

本
庁
・
支
所
・
商
工
会
に

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
町
の

事
業
の
申
請
書
は
極
力
、

簡
素
な
も
の
と
し
た
。

　

｢

特
別
定
額
給
付
金｣

は
、

職
員
の
手
で
申
請
書
類
を

作
成
す
る
な
ど
、
町
独
自
の

手
法
で
県
内
最
速
ク
ラ
ス
の

対
応
を
実
現
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
阿
武
町

学
生
応
援
便
事
業
」
な
ど
、 

町
独
自
の
取
り
組
み
は
、
各

方
面
で
報
道
さ
れ
、
反
響
が

大
き
か
っ
た
。

町
長　
町
で
は
個
別
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
ら
ず
、
生
活
困
窮
者
の

対
応
に
特
化
し
た
職
場
内

教
育
も
行
っ
て
い
な
い
。

　

指
摘
の
通
り
、
適
切
な

対
応
を
行
う
に
は
、
適
切
な

心
構
え
が
必
要
で
あ
り
、

ま
ず
は
書
籍
購
入
、
研
修

へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、

積
極
的
に
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」

に
つ
い
て

新
し
い
生
活
様
式
に

順
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

感
染
症
対
策
に

万
全
を
期
す
と
と
も
に

｢

集
中｣

か
ら｢

分
散｣

へ

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
て
い
く

問　
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
気
配
り
・
目
配
り
を

生
か
し
た
施
策
の
継
続
を
願
う
。

問　
阿
武
町
社
協
の
住
民

向
け
説
明
資
料
の
内
容
に

つ
い
て
、
萩
市
社
協
と
比
較

し
た
上
で
、
活
用
な
ど
の

見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
萩
市
社
協
で
は
、

相
談
内
容
や
支
援
の
流
れ
、

問
い
合
わ
せ
先
な
ど
を

ま
と
め
て
掲
載
し
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
市
の
各
事
務
所

窓
口
に
設
置
、
ま
た
は
配
布

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な

チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
お
ら
ず
、

萩
市
社
協
の
も
の
を
参
考
に
、

相
談
窓
口
の
紹
介
資
料
を

作
成
し
、
設
置
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
受
付
に
お
け
る
相
談
者

へ
の
対
応
で
、
親
切
心
の

不
足
が
、
み
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
問
う
。

　
イ
ー
ジ
ス
・

　
ア
シ
ョ
ア
の

　
配
備
計
画
に
つ
い
て

　　
白
紙
撤
回
ま
で

　
こ
れ
ま
で
と
同
様

　
町
民
と
と
も
に

　
ぶ
れ
る
こ
と
な
く

　
反
対
活
動
を
す
る

問　
６
月
15
日
に
河
野
太
郎

防
衛
大
臣
よ
り
、
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
の
配
備
に
つ
い
て

「
計
画
を
停
止
す
る
」
と
の

表
明
が
あ
っ
た
。

　

計
画
停
止
の
主
な
理
由
は
、

「
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
打
ち
上
げ

時
に
切
り
離
す
推
進
装
置
・

ブ
ー
ス
タ
ー
が
落
下
す
る
際

の
安
全
性
を
担
保
す
る
に
は
、

シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
改
修
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
」
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

阿
武
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

　

地
域
交
通
も
買
い
物
も
、

利
用
者
が
存
在
し
て
初
め
て

事
業
を
継
続
で
き
る
も
の
で

あ
り
、こ
れ
か
ら
は
、「
共
助
」・

「
互
助
」
の
視
点
で
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
出
た
意
見
を

最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、

行
政
は
後
方
支
援
に
徹
す
る

と
い
う
、「
新
し
い
公
共
の

あ
り
方
」
を
模
索
し
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

よ
う
な
地
域
交
通
を
例
に

挙
げ
れ
ば
、
ル
ー
ト
や
運
行

方
法
に
つ
い
て
は
地
域
で

協
議
し
て
い
た
だ
く
一
方
で
、

車
両
の
提
供
・
費
用
負
担
と

い
っ
た
分
野
を
「
公
助
」
と

し
て
町
が
担
う
よ
う
な
形
に

し
た
い
。

　

阿
武
町
が
、
ま
ち
づ
く
り

の
専
門
家
と
し
て
招
聘
し
て

い
る
社
会
政
策
学
者
の
藤
山 

浩 

氏※

も
、
地
域
を
ひ
と
つ
の

経
営
体
で
あ
る
と
捉
え
、

主
体
的
に
活
動
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

各
地
区
に
集
落
支
援
員
を

配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、

配
置
に
あ
た
っ
て
は
、「
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

役
割
や
、
求
め
ら
れ
る
資
質
・

豊
か
な
生
活
の
た
め
に

森
と
海
を
残
す
に
は

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
で

維
持
管
理

問　
法
定
外
公
共
物
で
あ
る
、

普
通
河
川
と
水
路
の
管
理
は
。

町
長　
法
定
外
水
路
に
お
け
る

「
災
害
復
旧
」の
採
択
基
準
は
、

普
通
河
川
が
該
当
す
る

「
公
共
土
木
施
設
災
害｣ 

に

つ
い
て
は
、護
岸
高
１
ｍ
以
上

で
あ
る
こ
と
。
一
方
、
護
岸
高

１
ｍ
未
満
の
水
路
は ｢

農
業
用

施
設
災
害｣

と
し
て
扱
う
。

　

普
通
河
川
は
市
町
村
が

管
理
し
て
い
る
が
、
水
路
に

つ
い
て
は
、
そ
の
地
区
の

住
民
の
生
活
や
生
産
な
ど
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

「
阿
武
町
法
定
外
公
共
物
管
理

条
例
」
に
基
づ
き
、
地
元
の

※

藤
山 

浩 

氏
：
一
般
社
団
法
人
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
」
所
長
・
山
口
県
中
山
間
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
地
方
の

　
　
　
　
　
　

   

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
都
市
部
か
ら
人
を
呼
び
込
み
活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
田
園
回
帰
１
％
戦
略
」
を
提
唱
。

ふ
じ
や
ま

こ
う

こ
う
の 　

た
ろ
う

し
ょ
う
へ
い
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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
レ
ー
ダ
ー

施
設
（
防
衛
省
の
説
明
資
料
よ
り
）

  いけだ　   みちひろ

池田 倫拓 議員

「
集
落
支
援
員
」
が
学
校
と
連
携
し
て

地
域
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
授
業
を
企
画

Ａ Ｑ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
実
施

問　
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
が
終
息

せ
ず
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
求
め
ら
れ
る
時
節
で
あ
り
、

感
染
拡
大
の
第
２
波
も
危
惧

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
建
設

は
、
平
常
の
日
常
生
活
が

見
通
せ
る
ま
で
凍
結
し
て
は
。

町
長　
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
「
ま
ち
の
縁
側

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
町
内
に

「
稼
ぐ
し
く
み
」
を
作
る
こ
と

で
、「
人
」、「
物
」、「
お
金
」

の
循
環
を
促
す
も
の
で
あ
り
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
軸
と
な
る

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
、｢

コ
ロ
ナ｣

が

発
生
す
る
以
前
の
生
活
に

戻
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合

し
た
社
会
の
在
り
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

「
都
市
か
ら
地
方
」、「
集
中

か
ら
分
散
」
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
志
向

町
長　
独
居
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
運
転
免
許
返
納
者

が
増
え
て
お
り
、
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
育
長　
町
制
65
周
年
記
念

事
業
「
八
代
亜
紀
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

８
月
22
日
に
延
期
す
る
旨
を

発
表
済
み
で
あ
り
、
町
民
の

み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る

た
め
、
状
況
を
鑑
み
つ
つ
、

次
の
３
通
り
の
対
応
案
を

検
討
し
て
い
る
。

❶
定
員
の
半
数
ず
つ
２
回
に

　

分
け
て
の
公
演
（
た
だ
し
、

　

経
費
が
大
幅
に
増
大
）

❷
再
延
期
（
延
期
の
決
定
が

　

早
け
れ
ば
追
加
経
費
不
要
）

❸
中
止
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と

　

演
奏
家
へ
の
補
償
が
、

　

当
初
の
演
奏
委
託
料
と

　

同
程
度
発
生
）

　

こ
れ
ら
の
事
情
を
踏
ま
え
、

改
め
て
、
対
応
を
決
定
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
凍
結
し
て
は

　

町
民
に
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

現
在
、「
た
だ
ち
に
白
紙

撤
回
」
で
は
な
い
の
で
楽
観

視
は
で
き
な
い
が
、
新
聞

で
は
、
安
倍  

晋
三 

首
相
も

「
計
画
を
こ
の
ま
ま
進
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
の

意
向
を
示
し
た
と
す
る
報
道

が
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
を

希
望
し
な
が
ら
、
国
の
議
論

の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と

見
守
り
た
い
。

　

再
び
、
こ
の
計
画
が
動
き

出
し
た
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

が
私
の
最
大
の
使
命
・
責
務

で
あ
る
の
で
、
議
会
や
町
民

に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
反
対
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

教
育
現
場
の

｢

コ
ロ
ナ
対
応｣
と

子
ど
も
た
ち
が

「
地
域
と
ふ
れ
あ
う

機
会｣

の
確
保
は

児
童
生
徒
の

健
康
を
守
り
つ
つ

地
域
の
協
力
を
得
て

｢

ふ
る
さ
と
教
育｣

を

充
実
さ
せ
て
い
く

問　
阿
武
町
で
は
、
感
染
者

こ
そ
発
生
し
て
い
な
い
が
、

「
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
影
響
が

無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

学
校
は
、
新
学
期
早
々
に

休
業
と
な
り
、
５
月
25
日
に

よ
う
や
く
再
開
し
た
。

　

必
要
な
授
業
日
数
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
や

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
確
保

で
き
る
の
か
。

教
育
長　
正
直
に
申
せ
ば
、

「
ま
っ
た
く
ス
ト
レ
ス
や
負
担

が
な
い
」
と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
授
業
日
数
を

確
保
し
な
け
れ
ば
、
学
習
に

支
障
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

土
日
に
授
業
を
す
る
案
も

検
討
し
た
が
、
負
担
の
総
量

は
変
わ
ら
な
い
上
、
教
職
員

の
勤
務
調
整
が
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
夏
季
・
冬
季

の
長
期
休
業
を
短
縮
す
る

こ
と
で
、
授
業
日
数
を
確
保

す
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
や
、
ス
ト
レ
ス

軽
減
の
重
要
性
は
、
十
分
に

承
知
し
て
い
る
。

　
「
学
校
に
通
う
こ
と
が

楽
し
い
」
と
感
じ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
責
務
で
あ
り
、

「
達
成
感
」
を
味
わ
え
る
機
会

を
創
出
し
、
可
能
な
限
り

充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

授
業
日
数
や
手
法
な
ど
を

再
検
討
し
つ
つ
、
学
校
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
た
い
。

感
染
リ
ス
ク
の
高
い

コ
ン
サ
ー
ト
は

中
止
し
て
は

八
代
亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

は
検
討
中            

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
余
波
が
続
く
中
、
感
染

防
止
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
、「
３
密
」
を
避
け
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
「
施
設
定
員

の
半
数
以
下
で
の
開
催
は

可
能
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

す
で
に
相
当
数
の
チ
ケ
ッ
ト

が
販
売
さ
れ
、
密
集
す
る

リ
ス
ク
が
高
い
「
八
代
亜
紀

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
中
止
を

決
定
す
る
べ
き
で
は
。

し
て
お
り
、
少
人
数
だ
が
、

阿
武
中
学
校
の
生
徒
有
志
も

参
加
す
る
運
び
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
な
ど
、
教
育
課
程

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
活
動

は
、
十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
た
上
で
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
阿
武
小
・
中
学
校

で
は
、
町
の
「
集
落
支
援
員
」

と
連
携
し
て
、
地
域
の
人
や

産
業
を
学
ぶ
「
探
究
学
習
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
滞
っ
て
い
た
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
だ
が
、
児
童
生
徒
が

地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て

何
か
を
や
り
き
る
こ
と
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ※

活
用
で
、｢

わ
か
る
授
業｣

を
推
進
す
る
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
同
士
が
交
流
す
る
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
、
運
動
会

や
修
学
旅
行
と
い
っ
た

｢

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
行
事｣

を
、
ど
う
に
か

実
施
で
き
る
よ
う
に
整
え
る

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
す
で
に
各
学
校
で
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
阿
武
町
の
特
色
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
教
育
」に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
が
続
き
、

行
事
が
中
止
と
な
り
、
授
業

日
数
が
限
ら
れ
る
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

教
育
長　
指
摘
さ
れ
た
通
り
、

校
外
で
児
童
生
徒
が
地
域
に

ふ
れ
る
機
会
が
激
減
し
た
。

　

特
に
、
阿
武
中
学
校
の

生
徒
に
呼
び
か
け
、
多
数
の

参
加
希
望
を
受
け
て
い
た

「
地
域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
、
ま
っ
た
く
実
施
で
き
て

お
ら
ず
、
残
念
に
思
う
。　

　

一
方
で
現
在
、
地
元
有
志

に
よ
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
歌
と
ダ
ン
ス
を

制
作
す
る
計
画
が
進
行

当
面
は
町
が
感
染
防
止
対
策

を
施
し
た
公
用
車
で
搬
送
を

行
い
、
専
用
の
福
祉
車
両
を

購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

が
、
社
会
の
潮
流
と
し
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
方
に
は
豊
か
な
自
然
が

残
っ
て
お
り
、
自
給
的
な

経
済
も
残
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
キ
ャ
ン
プ
と

い
う
娯
楽
は
、
屋
外
で
行
う

と
い
う
性
質
上
、「
３
密
」
に

な
り
に
く
い
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
」
に
、

阿
武
町
に
人
を
呼
び
込
み
、

地
域
内
循
環
を
促
進
し
、

魅
力
増
進
と
、
地
域
活
力
を

高
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
は

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
建
設
を
進
め
て
い
く

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

発
熱
外
来
へ
の

高
齢
者
や

車
の
な
い
方
の

搬
送
対
策
は

発
熱
外
来
の
搬
送
は 

福
祉
車
両
で

問　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

の
発
熱
外
来
が
、
萩
市
に

開
設
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
や

車
の
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

配
備
に
反
対
す
る
阿
武
町
民

の
会
」
を
は
じ
め
、
議
会
、

花
田
町
長
が
、
計
画
反
対
の

意
思
表
示
を
し
て
き
た
が
、

こ
の
結
果
に
対
す
る
所
感
は
。

　

ま
た
、
再
び
配
備
計
画
が

動
き
出
し
た
場
合
の
対
応
は
。

町
長　
一
昨
年
（
平
成
30
年
）

９
月
20
日
の
議
会
に
お
い
て
、

町
民
に
よ
る
反
対
請
願
の

議
会
で
の
採
択
に
あ
わ
せ
て
、

町
長
と
し
て
、
正
式
に
計
画

反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
、
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
意
思
を
貫
徹
し
て
き
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
当
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
計
画
停
止
と
い
う

判
断
が
下
さ
れ
た
背
景
に
は
、

表
向
き
の
直
接
的
理
由
に
は

挙
が
っ
て
い
な
い
が
、
実
際

に
は
、
町
民
や
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
配
備
に
反
対
す
る

阿
武
町
民
の
会
」、
議
会
の
、

力
強
い
運
動
が
し
っ
か
り
と

国
に
伝
わ
り
、
結
果
的
に

大
き
く
国
を
動
か
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
、
私
は
確
信

し
て
い
る
。

あ　

べ　
　

し
ん
ぞ
う

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ：情
報
伝
達
技
術
（Inform

ation and Com
m
unication Technology

）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
を
活
用
し
た
技
術
全
般
を
指
す
が
、

　
　
　
　

  

特
に
、広
い
範
囲
や
離
れ
た
場
所
同
士
で
の
情
報
伝
達
や
知
識
共
有
と
い
っ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
重
点
を
お
い
て
用
い
ら
れ
る
言
葉
。

イージス・システムで運用される
迎撃ミサイル（住民説明会資料より）
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　いとう    よしひさ

伊藤 敬久 議員

  いちはら  あきら

市原  旭 委員長

事務局での協議の結果
八代亜紀コンサートは
｢１年程度の延期｣が決定

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会 

報
告

６
月
17
日 

開
催

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

こ
の
ほ
か
、
ま
ち
の
縁
側
事
業

設
計
業
務
・
障
害
者
福
祉
施
設

建
設
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
実
施

問　
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
が
終
息

せ
ず
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
求
め
ら
れ
る
時
節
で
あ
り
、

感
染
拡
大
の
第
２
波
も
危
惧

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
建
設

は
、
平
常
の
日
常
生
活
が

見
通
せ
る
ま
で
凍
結
し
て
は
。

町
長　
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
、
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
「
ま
ち
の
縁
側

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
町
内
に

「
稼
ぐ
し
く
み
」
を
作
る
こ
と

で
、「
人
」、「
物
」、「
お
金
」

の
循
環
を
促
す
も
の
で
あ
り
、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
軸
と
な
る

取
り
組
み
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
、｢

コ
ロ
ナ｣
が

発
生
す
る
以
前
の
生
活
に

戻
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合

し
た
社
会
の
在
り
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

「
都
市
か
ら
地
方
」、「
集
中

か
ら
分
散
」
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
志
向

町
長　
独
居
や
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
運
転
免
許
返
納
者

が
増
え
て
お
り
、
支
援
が

必
要
な
方
へ
の
対
応
と
し
て
、

教
育
長　
町
制
65
周
年
記
念

事
業
「
八
代
亜
紀
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

８
月
22
日
に
延
期
す
る
旨
を

発
表
済
み
で
あ
り
、
町
民
の

み
な
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
る

た
め
、
状
況
を
鑑
み
つ
つ
、

次
の
３
通
り
の
対
応
案
を

検
討
し
て
い
る
。

❶
定
員
の
半
数
ず
つ
２
回
に

　

分
け
て
の
公
演
（
た
だ
し
、

　

経
費
が
大
幅
に
増
大
）

❷
再
延
期
（
延
期
の
決
定
が

　

早
け
れ
ば
追
加
経
費
不
要
）

❸
中
止
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と

　

演
奏
家
へ
の
補
償
が
、

　

当
初
の
演
奏
委
託
料
と

　

同
程
度
発
生
）

　

こ
れ
ら
の
事
情
を
踏
ま
え
、

改
め
て
、
対
応
を
決
定
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

建
設
は
凍
結
し
て
は

　

町
民
に
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

現
在
、「
た
だ
ち
に
白
紙

撤
回
」
で
は
な
い
の
で
楽
観

視
は
で
き
な
い
が
、
新
聞

で
は
、
安
倍  

晋
三 

首
相
も

「
計
画
を
こ
の
ま
ま
進
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
の

意
向
を
示
し
た
と
す
る
報
道

が
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
を

希
望
し
な
が
ら
、
国
の
議
論

の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と

見
守
り
た
い
。

　

再
び
、
こ
の
計
画
が
動
き

出
し
た
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

が
私
の
最
大
の
使
命
・
責
務

で
あ
る
の
で
、
議
会
や
町
民

に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
反
対
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

教
育
現
場
の

｢

コ
ロ
ナ
対
応｣

と

子
ど
も
た
ち
が

「
地
域
と
ふ
れ
あ
う

機
会｣

の
確
保
は

児
童
生
徒
の

健
康
を
守
り
つ
つ

地
域
の
協
力
を
得
て

｢

ふ
る
さ
と
教
育｣

を

充
実
さ
せ
て
い
く

問　
阿
武
町
で
は
、
感
染
者

こ
そ
発
生
し
て
い
な
い
が
、

「
コ
ロ
ナ
」
に
よ
る
影
響
が

無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

学
校
は
、
新
学
期
早
々
に

休
業
と
な
り
、
５
月
25
日
に

よ
う
や
く
再
開
し
た
。

　

必
要
な
授
業
日
数
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
や

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
確
保

で
き
る
の
か
。

教
育
長　
正
直
に
申
せ
ば
、

「
ま
っ
た
く
ス
ト
レ
ス
や
負
担

が
な
い
」
と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
授
業
日
数
を

確
保
し
な
け
れ
ば
、
学
習
に

支
障
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

土
日
に
授
業
を
す
る
案
も

検
討
し
た
が
、
負
担
の
総
量

は
変
わ
ら
な
い
上
、
教
職
員

の
勤
務
調
整
が
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
夏
季
・
冬
季

の
長
期
休
業
を
短
縮
す
る

こ
と
で
、
授
業
日
数
を
確
保

す
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
や
、
ス
ト
レ
ス

軽
減
の
重
要
性
は
、
十
分
に

承
知
し
て
い
る
。

　
「
学
校
に
通
う
こ
と
が

楽
し
い
」
と
感
じ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
責
務
で
あ
り
、

「
達
成
感
」
を
味
わ
え
る
機
会

を
創
出
し
、
可
能
な
限
り

充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

授
業
日
数
や
手
法
な
ど
を

再
検
討
し
つ
つ
、
学
校
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
た
い
。

感
染
リ
ス
ク
の
高
い

コ
ン
サ
ー
ト
は

中
止
し
て
は

八
代
亜
紀
コ
ン
サ
ー
ト

は
検
討
中            

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
余
波
が
続
く
中
、
感
染

防
止
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
、「
３
密
」
を
避
け
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
「
施
設
定
員

の
半
数
以
下
で
の
開
催
は

可
能
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

す
で
に
相
当
数
の
チ
ケ
ッ
ト

が
販
売
さ
れ
、
密
集
す
る

リ
ス
ク
が
高
い
「
八
代
亜
紀

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
中
止
を

決
定
す
る
べ
き
で
は
。

し
て
お
り
、
少
人
数
だ
が
、

阿
武
中
学
校
の
生
徒
有
志
も

参
加
す
る
運
び
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
な
ど
、
教
育
課
程

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
活
動

は
、
十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
た
上
で
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
阿
武
小
・
中
学
校

で
は
、
町
の
「
集
落
支
援
員
」

と
連
携
し
て
、
地
域
の
人
や

産
業
を
学
ぶ
「
探
究
学
習
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
滞
っ
て
い
た
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
だ
が
、
児
童
生
徒
が

地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て

何
か
を
や
り
き
る
こ
と
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ※

活
用
で
、｢

わ
か
る
授
業｣

を
推
進
す
る
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
同
士
が
交
流
す
る
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
、
運
動
会

や
修
学
旅
行
と
い
っ
た

｢

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
行
事｣

を
、
ど
う
に
か

実
施
で
き
る
よ
う
に
整
え
る

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
す
で
に
各
学
校
で
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
阿
武
町
の
特
色
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
教
育
」に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
が
続
き
、

行
事
が
中
止
と
な
り
、
授
業

日
数
が
限
ら
れ
る
中
で
も
、

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
と

ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

教
育
長　
指
摘
さ
れ
た
通
り
、

校
外
で
児
童
生
徒
が
地
域
に

ふ
れ
る
機
会
が
激
減
し
た
。

　

特
に
、
阿
武
中
学
校
の

生
徒
に
呼
び
か
け
、
多
数
の

参
加
希
望
を
受
け
て
い
た

「
地
域
貢
献
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
、
ま
っ
た
く
実
施
で
き
て

お
ら
ず
、
残
念
に
思
う
。　

　

一
方
で
現
在
、
地
元
有
志

に
よ
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
歌
と
ダ
ン
ス
を

制
作
す
る
計
画
が
進
行

当
面
は
町
が
感
染
防
止
対
策

を
施
し
た
公
用
車
で
搬
送
を

行
い
、
専
用
の
福
祉
車
両
を

購
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

が
、
社
会
の
潮
流
と
し
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
方
に
は
豊
か
な
自
然
が

残
っ
て
お
り
、
自
給
的
な

経
済
も
残
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
キ
ャ
ン
プ
と

い
う
娯
楽
は
、
屋
外
で
行
う

と
い
う
性
質
上
、「
３
密
」
に

な
り
に
く
い
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
」
に
、

阿
武
町
に
人
を
呼
び
込
み
、

地
域
内
循
環
を
促
進
し
、

魅
力
増
進
と
、
地
域
活
力
を

高
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
は

ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
建
設
を
進
め
て
い
く

方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。

発
熱
外
来
へ
の

高
齢
者
や

車
の
な
い
方
の

搬
送
対
策
は

発
熱
外
来
の
搬
送
は 

福
祉
車
両
で

問　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

の
発
熱
外
来
が
、
萩
市
に

開
設
さ
れ
た
が
、
高
齢
者
や

車
の
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

配
備
に
反
対
す
る
阿
武
町
民

の
会
」
を
は
じ
め
、
議
会
、

花
田
町
長
が
、
計
画
反
対
の

意
思
表
示
を
し
て
き
た
が
、

こ
の
結
果
に
対
す
る
所
感
は
。

　

ま
た
、
再
び
配
備
計
画
が

動
き
出
し
た
場
合
の
対
応
は
。

町
長　
一
昨
年
（
平
成
30
年
）

９
月
20
日
の
議
会
に
お
い
て
、

町
民
に
よ
る
反
対
請
願
の

議
会
で
の
採
択
に
あ
わ
せ
て
、

町
長
と
し
て
、
正
式
に
計
画

反
対
の
立
場
を
表
明
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
、
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
意
思
を
貫
徹
し
て
き
た
。

　

そ
の
意
味
で
、
本
当
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
、
計
画
停
止
と
い
う

判
断
が
下
さ
れ
た
背
景
に
は
、

表
向
き
の
直
接
的
理
由
に
は

挙
が
っ
て
い
な
い
が
、
実
際

に
は
、
町
民
や
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
配
備
に
反
対
す
る

阿
武
町
民
の
会
」、
議
会
の
、

力
強
い
運
動
が
し
っ
か
り
と

国
に
伝
わ
り
、
結
果
的
に

大
き
く
国
を
動
か
し
た
も
の

で
は
な
い
か
と
、
私
は
確
信

し
て
い
る
。

や
し
ろ　

  

あ  

き

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）
に
つ
い
て

問　
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備

化
に
関
す
る
高
度
無
線
環
境

整
備
推
進
事
業
」
の
概
要
は
。

答　
６
月
９
日
に
、
総
務
省

中
国
総
合
通
信
局
か
ら
連
絡

が
あ
り
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー

回
線｣

の
整
備
に
向
け
、
国
が

積
極
的
な
補
助
を
行
う
旨
の

説
明
を
受
け
た
。

 　
「
コ
ロ
ナ
禍｣

で
一
層
、

重
要
性
が
増
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
の
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

推
進
す
る
も
の
で
、
全
国
に

70
万
世
帯
あ
る
「
光
回
線

未
整
備
世
帯
」
を
、
18
万

世
帯
ま
で
減
ら
す
目
標
を
、

２
年
前
倒
し
で
推
進
す
る

こ
と
が
国
の
方
針
で
あ
る
。

 　

山
口
県
内
で
「
光
回
線
」

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

上
関
町
・
阿
武
町
の
み
で
、

全
国
で
も
未
整
備
市
町
村
の

数
は
、
28
に
留
ま
る
。

　

こ
れ
か
ら ｢

５
Ｇ※｣

が
導
入

さ
れ
、社
会
サ
ー
ビ
ス（
福
祉
・

医
療
な
ど
）
の
多
く
が
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
を
介
し
て

提
供
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

阿
武
町
で
も
、
企
業
誘
致

や
定
住
促
進
を
進
め
る
上
で

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
は
必
須

で
あ
る
し
、
教
育
現
場
で

進
め
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
も
、｢

５
Ｇ｣

が
前
提
で
あ
る
。

　

国
と
協
議
し
つ
つ
、
町
の

｢

弱
点｣

だ
っ
た
ネ
ッ
ト
環
境

の
抜
本
改
善
に
着
手
す
る
。

※

５
Ｇ：
国
際
的
な
無
線
通
信
の
新
し
い
規
格
・「
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
」。
高
速
大
容
量
・
低
遅
延
・
多
数
同
時
接
続
と
っ
た
特
性
が
あ
る
た
め
、

　
　
　

   

導
入
に
よ
り
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）・自
動
運
転
な
ど
の
技
術
革
新
が
見
込
ま
れ
る
。「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
」は
教
育
面
で
の
情
報
化
を
め
ざ
す
構
想
。

ギ   　
　

ガ

フ
ァ
イ
ブ 

ジ
ー
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雨やコロナの影響で４月からずっと延期になっていた
宇田郷ソフトボールリーグの「初試合｣が行われました！

仏教のお経に出てくる光景を再現したという「蓮の名所」として知られる
奈古の「蓮寺」・法積寺。花が見頃を迎え、テレビ局の取材も訪れていました。

6/27 やっと開幕！

｢宇田郷ソフト｣

花
田
町
長
も
始
球
式
＆
参
加

問：ＪＡ福賀ふれあい店 ☎5-0311

7/2 福賀すいか出発式
　特産･福賀すいかの出荷が始まりました。「一株一果」の
厳選栽培で育てられ、気候が育んだ甘くてシャリシャリの
食感が自慢。｢福賀すいか生産部会｣の 木村 武和 部会長は
「今年も自慢のおいしさです。地元に住む人も、町出身の
人も、ふるさとの味を楽しんでほしい」と話していました。
　贈答品にも人気の「福賀すいか」。今年は新たな試みと
して、インターネットでの通信販売も始めたそうです。

きむら         たけお

出発式前日の初収穫

都市部からの短期就農
「１/４ワークス」の若者も活躍

ふるさとの夏を召し上がれ！

6/24 放課後子ども教室 ～奈古巡り～

楽しみながら地域のことを学ぶ

　教育委員会主催の「放課後子ども教室」では、この度、
子どもたちに地域のことを知ってほしいと、「ふるさと
探検」を企画し、奈古のお寺や神社を歩いて巡りました。

６
／

24 

ち
び
っ
こ
探
検

　みどり保育園・本園の年長さんと分園
に通う子どもたちが一緒に、福賀地区で
一日たっぷり遊びました。西台で弁当を
食べたり、ザリガニ釣りに挑戦したりと、
自然の中での体験活動を楽しみました。

法積寺 蓮の花 が 見頃！

　　　　　　 お盆過ぎまで

はす

７
／

12 

Ｉ 

・ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

・
あ
ぶ
町

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
！

い
っ
せ
い
清
掃
の
日

７
／

14 

福
賀
小
３･

４
年

社
会
科
で｢

水｣

を
学
ぶ

　
福
賀
小
か
ら
、
身
近
な
「
飲
料
水
」
に
つ
い
て

学
ぶ｢

出
前
講
座｣

と
し
て
、
４
人
の
３
・
４
年
生

が
、
地
元
の
人
た
ち
に
教
わ
り
な
が
ら
、
水
源
地

や
処
理
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

生活に身近な事例を通して、社会全体のことを学ぶ。
「福賀の人たちは１日にどれくらい水を使うの？」
「福田･宇生賀･飯谷あわせて 10 万リットル以上！」

多くのご協力をいただき、ありがとうございました。
また、ごみの運搬を無償で引き受けてくださった
事業所のみなさんに厚く感謝いたします。
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Hello, 
everyone!

みなさん、
いろいろお世話になりました。

阿武町に初めて来た時、
すごく緊張していました。

大学を卒業して最初の仕事なので、
うまくできるかどうか悩みました。

そして、
まちの人々とコミュニケーションが
とれるかどうかも心配していました。

でも、みなさんはとても親切で、
生活のことを手伝ってくれました。
このまちの優しい雰囲気を感じて、
安心することができました。

子どもたちと過ごした時間は
素晴らしい経験になりました。

生活もだんだん慣れてきて、
祭りに参加するとか、英会話教室を
するとかはすごく楽しかったです。

阿武町で過ごした時間はすごく
楽しくて、いい経験になりました。

お別れが寂しいけど、
作った思い出を大切にして、
ずっと忘れません。

阿武町に
いつかもう一度来たいです。

その時、みなさんに会いたいです。
もちろん、

みなさんがアメリカに来たら、
ぜひ私に会いに来てください。

コロナウイルスがまだあるので、
体に気をつけてください。

Good luck in your futures!
（みなさんの未来に幸あれ！）

　 
この２年間

いろいろな経験をさせていただき
ありがとうございました。

　
アイシャ・バンクス

Isha Banks

ありがとうアイシャ先生
アイシャ先生、この２年間ぼくたちに英語を
教えていただき、ありがとうございました。
ぼくは、英語が大好きです。
発音をわかりやすく教えてくださったので、
上手に言うことができるようになりました。
アメリカに戻っても勉強をがんばって
ください。ぼくも、勉強や野球をがんばり
たいと思います。
いつかまた、阿武町に遊びに来てください。

阿武小学校 6 年　三浦 隆貴
Ryuki Miura 

アイシャ先生との思い出
アイシャ先生、いままで本当にありがとう
ございました。ぼくは、先生と英語の歌を
歌ったことが、とても心に残っています。
昼休みに一緒に遊んでくださったことも
思い出の一つです。
授業でいつも優しく分かりやすく教えて
くださったこと、絶対に忘れません。
もう先生と会えなくなるのはさみしいです
が、これからも英語の学習をがんばります。
いつかアメリカに行きますね。

福賀小学校 6 年　蟹谷 栄仁
Eito Kaniya 

アイシャ先生との２年間
アイシャ・バンクス先生、２年間ありがとう
ございました。短い間でしたが、英語を
学ぶ楽しさを知ることができました。
ハロウィンなどの行事やアメリカの文化・
歴史を、わかりやすく、そして楽しく教えて
くださいました。
僕たちも残り少ない学校生活をがんばる
ので、アイシャ先生もお体に気をつけて
がんばってください。
２年間、本当にありがとうございました。

阿武中学校 ３年　黒川 優斗
　Masato Kurokawa

The Letter from ISHA

アメリカ合衆国フロリダ州出身の
アイシャ・バンクス先生は、

平成 30年 9月から阿武町のＡＬＴ
（外国語指導助手）として、町内の小中学校や、
地域全体の英語学習や国際理解教育の場で
熱心に指導に取り組んできました。

今年 7月で 2年間の任期を終え、
帰国の途に就きます。

親切で礼儀正しく、知性とユーモアにあふれ、
小粋なジョークと元気なリアクションで
みんなに愛されているアイシャ先生。

アメリカでの今後のご活躍と、
阿武町でまた会えることを願って、
感謝のメッセージを贈ります。

We are so blessed to have you
as an English teacher of this town!  
We hope to see you again, Isha...!

みうら   りゅうき

かにや　  えいと

くろかわ　 まさと
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そ
も
そ
も
︑「
21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称：
ラ
ボ
）」

の
取
り
組
み
は
︑
平
成
��
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て

の
「
阿
武
町
版 

総
合
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
︒

　

現
在
で
は
︑
楽
し
み
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
携
わ
り

た
い
人
た
ち
が
、
町
内
外
か
ら
集
ま
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
昨
年
度
で
﹁
総
合
戦
略
﹂
の
計
画
年
度
が
終
わ
り
︑

今
年
度
以
降
の
活
動
は
︑
ま
だ
︑﹁
ま
っ
さ
ら
﹂
の
状
態
で
す
︒

　
「
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
阿
武
町
の
文
化
や
伝
統
を

学
び
、
移
住
者
の
方
に
も
伝
え
、
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
」

　
「
ま
ち
で
暮
ら
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
に
話
を
聞
い
て
、

仕
事
の
技
術
を
学
ん
で
み
て
は
？
」

　
「
移
住
を
考
え
る
人
の
た
め
に
、
阿
武
町
で
実
際
に
必
要
な

生
活
費
の
こ
と
や
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
き
、
ど
ん
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な
ど
を
調
査
し
て
、

阿
武
町
暮
ら
し
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
よ
う
」

　

作
戦
会
議
で
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
︒

　

し
か
し
︑
ど
う
や
っ
て
﹁
具
体
化
﹂
す
れ
ば
い
い
の
か
︑

ま
だ
道
筋
は
定
ま
り
ま
せ
ん
︒

　　
「
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

　
﹁
人
口
減
少
﹂
と
い
う
大
き
な
課
題
を
抱
え
る
阿
武
町
の

未
来
に
つ
い
て
︑改
め
て
考
え
る
た
め
に
︒
一
歩
ず
つ
で
す
が
︑

動
き
出
し
ま
し
た
︒

21世紀の
暮らし方
研 究 所
　通 信　

　6月 20 日、「21 世紀の暮らし方
研究所」の第 36回・全体会を開催

。

午前中は、阿武町暮らし支援セ
ンター shiBano で「作戦会議」

。

午後はＤＩＹ※を通して｢空き家活
用｣を考える講座に参加しました。

　　

作戦会議のテーマは、「そういや… ラボって、なんだっけ？」
原点に立ち返りながら、これからの活動について話し合った

「
や
り
た
い
こ
と
」

「
で
き
る
こ
と
」　

手
始
め
に
、伝
統
食
材
「
し
ら
も
」
の
試
食
会
を
企
画
。

　

ゲ
ス
ト
に
阿
武
町
へ
の
移
住
者
の
方
を
招
待
し
て
、

　

意
見
を
聞
き
つ
つ
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
を
伝
え
ま
す
。

すみクラス

※ＤＩＹ ： 「Do  It  Y
ourself（自分でやる

）」の略。いわゆる
「日曜大工」

参加者：
約２０人

午後からは…

店
名
の
「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
と
は
、

自
宅
で
も
、職
場（
学
校
）で
も
な
い
、

「
第
三
の
居
場
所｣

と
い
う
意
味
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

心
地
良
い
空
間
を
め
ざ
し
ま
す
！

オ
ー
ナ
ー
・
能
登  

瞳 

さ
ん

岡甚が喫茶店に！  3RD PLACE CAFE N7/15～
先行
オープン！

サード 　　プレイス 　　カフェ　エヌ

来月のラボは８/15（土
）に開催予定！

問：まちづくり推進課 ☎ 2-3111

の 

と   

ひ
と
み

ＤＩＹ講座

身近なテーマを通して阿武町の｢空き家活用｣を
考える講座・「すみクラス」は、ラボに合わせて
「阿武町暮らし支援センター shiBano」が開催。
元・だがし屋として親しまれた、奈古浦集落の
「岡甚《おかじん》」と呼ばれる建物を舞台に、古い
家具の解体作業や、廃材を活用した棚作りなどを
体験し、木工作業の基本的な技術を学びました。

この日、講師を務めた建築士の正代 三友 さんは、
阿武町と包括連携協定を結んでいる「山口県古民家
再生協会｣の代表者で、ラボの一員でもあります。

正代さんは、「作業を体験することで、初心者でも
意外といろんなコトができると、知ってもらえたと
思う。空き家の活用にＤＩＹは『付き物』なので、
どんな作業や準備が必要なのかを知ってもらう
良いキッカケになったのでは」と話していました。

しょうだい  みとも

古民家再生
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声 が響いた日
“ Learn from yesterday, live for today, hope for tomorrow.

　　　　　　The important thing is not to stop questioning.” ― Albert Einstein

現在、私たち集落支援員は、阿武小学校におじゃまして、授業をさせていただいております。
子どもたちにふるさとのことを知ってもらい、街並みに親しみをもってほしい。そんな思いから
はじまった3年生の社会科の授業についてご紹介します。みんなで一緒に、探検しよう！《６月24日・7月2日》

　「shiBano」がある奈古浦集落に住む方たちと
お話をするときに、よく聞く声があります。

「子どもが少ないから、やっぱり寂しいねぇ…」

　少子化の影響はもちろんですが、同じ奈古でも、
若い家族連れの世帯はどうしても、国道を挟んで
反対側の、新興住宅地のエリアに集中しています。
　子どもたちが、奈古浦の路地を駆け回る光景は、

「昔の思い出」になってしまっているのです。
＊

　子どもたちの声を、もう一度、路地に響かせたい。
ふるさと阿武町ならではの光景に気づいてほしい。
　そんな機会を作るため、私たち集落支援員は、
阿武小の３年生と一緒に、奈古浦の街並みを歩き、
ふるさとの｢暮らし｣にまつわる勉強をしています。

　古くからの風情を残す漁師街・奈古浦。
　「shiBano」前の大通りは、かつて｢奈古銀座｣と
呼ばれ、にぎわっていたメインストリートです。
　もう無くなってしまったお店がほとんどですが、
それでも、代を重ねて引き継がれてきたお店や、
最近、新しくオープンしたお店もあるのです。

　子どもたちは、「河野酒造」の蔵の大きさに驚き、
「カドノヤシロ」から漂う匂いにお腹を空かせたり、
「鹿島クリーニング」のアイロンがけをのぞいたり。

　（これは教室では、味わえない体験ですよね！）

　もうすぐオープン予定の喫茶店「カフェ Ｎ｣の
建物が、昔は「だがし屋」だったことや⸺、

「ここ知ってる！」、「べっぴん市で来た！」

⸺ゲストハウス ｢えのん｣に、生まれたばかりの
赤ちゃんがいることなど⸺、

「ここで おでん食べたよっ」、「外に黒板がある！」

⸺いろんなお話をしながら、海まで歩きました。

　漁協の建物では、２階の窓から、ちょうど出港
する船を見たり、支店長さんにあいさつをしたり、
顔見知りの漁師さんに出会えたりもしました。

「あっ、モー兄だ！」、 「サインなら やらんぞぉ！」

　「おはようございます」と、響く子どもたちの声。
　元気な行列を見つけてベランダから手を振る
洗濯中のおかあさん。手押し車のおばあちゃんは、
すれ違う時に笑顔で迎えてくださいました。

＊　
　次の授業では、奈古浦で働いている人たちに、
子どもたちがインタビューをする予定です。

　さてさて、どんな質問が飛び出すのでしょうか？

集

落

支

援

員
︑
先

生

に

な

る

shiBanoニュース
Vol.14

｢阿武町暮らし支援センター shiBano｣は、

まちの中と外をつなぐ「交流空間」です。

お友だちとの勉強会に使ってもＯＫ！

〒759-3622 阿武町奈古 2700-1

open : 火･木･土 10:00～18:00

tel : 08388-2-3388

　 　集落支援員（shiBano スタッフ）

吉岡 風詩乃　小野 優
よしおか　      ふしの　　　　　　   お の　    まさる

びっくりしたこと。「意外とまちを知っている子どもたち」！
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【番組名】
あの夏をもう一度
～記憶の中の花火大会～

【放送日】
  8 / 1（土）20:00から

奈古の  「水中花火｣ や、町民が撮影した ｢思い出写真｣ も登場。 
番組中は視聴者からのメッセージをリアルタイムで紹介します！

生放送
約45分

はあぶビジョンの特別番組 ～過去の花火大会の映像をダイジェスト放送～

問：はあぶビジョン（萩テレビ株式会社）  ☎ 0838 - 25 - 7404

　
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
へ
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
同
窓
会
総
会
を

令
和
２
年
10
月
10
日
（
土
）
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
未
だ
に
終
息
を
見
な
い
状
況
を

鑑
み
、
６
月
19
日
（
金
）
に
役
員
会
を

執
り
行
い
慎
重
審
議
の
結
果
、
中
止
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
年
度
総
会
に
お
い
て
今
年
度

議
案
審
議
を
執
り
行
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
重
ね
て
御
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈
る
と

と
も
に
、
み
な
さ
ま
も
お
身
体
に
充
分
に

気
を
付
け
ら
れ
ま
し
て
、
共
に
こ
の
苦
境

を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
県
立 

萩
商
工
高
等
学
校 

つ
ば
き
会

会
長　
金
子　
博
巳

萩商工高校 同窓会
「つばき会」総会中止

か
ね
こ　
　
　

   

ひ
ろ
み

犯罪や非行を防止し、
安全で安心して暮らすことができる 明るい地域社会を築きましょう！

第 70 回  社会を明るくする運動  7 / 1 ～ 31

問：事務局  ☎ 0838 - 22 - 0034

スポーツ少年団では、いっしょに活動する新しい仲間たちを募集しています。
友だちと楽しみながら、健康な “こころ” と “からだ” をつくりましょう！

阿武町スポーツ少年団 メンバー募集！

《サッカー》
　木   曜   日 17:00 ～ 18:30    （阿武小中グラウンド）
　土   曜   日 13:30 ～ 16:00    （グリーンパークあぶ）
《バレーボール》　
　火･木曜日 17:30 ～ 19:30（体育センター）
　土･日曜日    9:00 ～ 12:00　※土・日曜日は随時
《野　球（阿武ユナイテッドルーキーズ） 》
　土   曜   日   14:00 ～ 17:00（阿武小中グラウンド
　日   曜   日      9:00 ～ 12:00          ・町民グラウンド）
　　　　　　　　　　　　　　※第３日曜日は休み

奈古スポーツ少年団

《柔道》
　火･木･金曜日
　19:00 ～ 21:00（武道館）

ＡＢＵ柔道クラブ

《ニュースポーツなど》
　火曜日 ※月１回程度 
　16:00 ～ 17:30
　　（福賀小学校ほか） 　

福賀スポーツ少年団

問 : 中央公民館 ☎ 2 - 2044
  　  福賀公民館 ☎ 5 - 0211

※練習時間は各チームの都合などによって変更になる場合があります。現在は｢新型コロナ対応｣のため練習時間が一部短縮になっています。
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表
彰
席

（
敬
称
略
）

第
１
４
１
回  
田
植
え
済
み

カ
エ
ル
の
合
唱 
聞
き
な
が
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　
６
／
23　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
６
月
11
日
に
梅
雨
入
り
。
適
度
に

雨
が
降
っ
て
い
る
た
め
、
延
期
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
芝
生
も
青
々
、

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
絶
好
調
で
す
。

　
夏
至
を
迎
え
て
か
ら
と
い
う
も
の

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
日
没
後
は

暑
さ
も
和
ら
い
で
、
夜
風
に
あ
た
り

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
、

良
い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

【
男
性
の
部
】

◆
優　
勝　
白
石 

修
照（
宇
田
中
央
）

◆
準
優
勝　
中
村 
晶
男（
宇
田
中
央
）

◆
３　
位　
光
永 
哲
男
（
山
口
市
）

【
女
性
の
部
】

◆
優　
勝　
角
石 

勝
枝
（
宇
田
浦
）

◆
準
優
勝　
光
永 

伸
子
（
山
口
市
）

◆
３　
位　
村
木 

眞
砂
栄（
宇
田
浦
）

し
ら
い
し  

み
ち
て
る

な
か
む
ら　
あ
き
お

     

み
つ
な
が　

 

て
つ
お

 

か
ど
い
し　

       

か
つ
え

           

み
つ
な
が　

  

の
ぶ
こ

  

む
ら
き　

     
    

ま
さ
え

宇田郷ＧＧを楽しむ会のみなさん

毎年、夏休み初日に実施していた、

「阿 武 町 一 斉 ラ ジ オ 体 操 の 日」は、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 に 伴 い、

《お家でラジオ体操を実施しよう！》と

形を変えて実施します。

ラ ジ オ 体 操 は、短 時 間 に 効 率 よ く

運動ができ、子どもから高齢者まで

無理なく取り組める体操です。

無線放送や下記の放送時間を参考に、

お家でラジオ体操を実施しましょう！

ラジオ体操 を 実施しよう！

無線放送（ラジオ体操強化月間）
8 / 1 ～ 8 /  31　  6 : 30 ～

テレビ放送
　ＮＨＫ Ｅテレ
　ＮＨＫ 総合
ラジオ放送
　ＮＨＫラジオ第１
　ＮＨＫラジオ第２
   （再放送）

　
 6 : 25 ～
13 : 55 ～

6 : 30 ～
12 : 00 ～

8 : 40 ～ / 15 : 00 ～

　
 6 : 25 ～
13 : 55 ～

6 : 30 ～
12 : 00 ～

8 : 40 ～ / 15 : 00 ～

無線放送（ラジオ体操強化月間）
8 / 1 ～ 8 /  31　  6 : 30 ～

テレビ放送
　ＮＨＫ Ｅテレ
　ＮＨＫ 総合
ラジオ放送
　ＮＨＫラジオ第１
　ＮＨＫラジオ第２
   （再放送）

お家で

問：健康福祉課 ☎ 2 - 3113
山口県
防犯連合会「防 犯 功 労 者」表 彰
　奈古地区の防犯連絡所指導員・小野 達男 さん（81・上郷）が、
この度、県の「防犯功労者」として表彰されました。
　昭和 61 年以来 34 年にわたって、登下校時の児童の見守りや、
防犯パトロールなどの活動を続けており、安全なまちづくりや
青少年の健全育成への多大なる貢献が称えられました。
毎朝、孫の顔を見るようなもんじゃ。ひとつの楽しみでね。
生きがいでもあるし、健康のためにもなる。目的がなけんにゃ、
人間、長生きできんよ。俺の後をねらっても、俺は辞めやせんからの！

コ
メ
ン
ト

おの　   たつお

｢

交
通
安
全
ベ
ス
ト｣

が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
。
萩
交
通
安
全
協
会
の

奈
古
分
会
長
も
務
め
て
い
る

　   お  の 　   　　たつお

小野 達男 さん
　   お  の 　   　　たつお

小野 達男 さん

く
ろ
ご
う       

ま
も
る

か
み
む
ら       

や
し
ろ　

         

も
な

は
ち
は
ち
か
い

　
平
素
か
ら
本
会
な
ら
び
に
萩
高
校
の

発
展
の
た
め
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
日
本
は
も
と
よ
り

世
界
中
に
広
が
り
、
未
曽
有
の
状
況
が

現
在
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
感
染
予
防
・
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

例
年
の
よ
う
に
「
８
８
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
や
む
を
得
ず

中
止
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

み
ぞ
う

　
な
お
、本
年
度
の
当
番
期
（
萩
高
57
期
・

平
成
17
年
卒
業
）
が
、
来
年
度
も
担
当

い
た
し
ま
す
。

　
一
丸
と
な
っ
て
、
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
来
年
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

 

山
口
県
立 

萩
高
等
学
校 

同
窓
会

　
当 

番 

期  

会　
長　
畔
合　
守

　

 　
同　

   

副
会
長　
上
村（
八
代
） 萌
那

萩
高
校
同
窓
会  

総
会
（
８
８
会
）
開
催
中
止

山口県知事表彰  黒川 すみ子 さん
　福賀のヘルスメイト・黒川すみ子さん（宇生賀中央）が、
「優良食生活改善推進員」として、村岡 嗣政 山口県知事から
表彰を受けました。　＜詳細は「広報あぶ」６月号に掲載＞
　6 月 24 日には、福賀支所で「伝達式」が行われ、黒川さんに、
萩健康福祉センターの西田 秀樹 所長が、表彰状などを手渡しました。

くろかわ　　　　　  こ

むらおか   つぐまさ

にしだ　  ひでき

表彰状を手にした黒川さん（中央）と、町・県の関係者たち
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６
／
25　
福
賀
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団  

入
団
式 

！

　

新
し
く
福
賀
小
２
年
・
山
本 

真
護
く
ん
を
迎
え
入
れ
︑

６
名
の
ス
ポ
少
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
少
人
数
な
の
で

団
体
競
技
は
難
し
い
も
の
の
︑
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
︑
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

と
の
合
同
試
合
︑
福
賀
こ
と
ぶ
き
会
の
指
導
に
よ
る
将
棋
︑

経
験
者
が
教
え
る
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
︑
地
域
と
一
緒
に

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
「
俳
句
」

　

公
民
館
の
玄
関
そ
ば
の
一
角
で
は
︑
阿
武
町
俳
句
協
会

所
属
の
福
賀
の
俳
人
４
人
で
構
成
す
る
「
み
ど
り
俳
句
会
」

の
み
な
さ
ん
が
詠
ん
だ
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

毎
月
の
席
題
に
対
し
︑
一
人
４
句
ず
つ
の
短
冊
を
掲
示
︒

　

韻
律
や
季
語
︑
切
れ
や
余
韻
も
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
︒

　

そ
の
中
で
も
︑﹁
ウ
ー
ン
︑
福
賀
の
今
を
詠
ま
れ
た
ナ
ァ
﹂

と
︑

              　
公
民
館
長･

佐
村 
秀
典
が
唸
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
︒

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
︒

　

心
身
を
鍛
錬
し
︑
体
力
・

人
間
性
を
高
め
て
︑
良
き

社
会
人
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
︑
ま
ず
は
体
育
館

の
雑
巾
が
け
か
ら
は
じ
め

ま
し
た
（
こ
れ
は
キ
ツ
イ
！
）

「
ま
ず
安
堵

ア
シ
ョ
ア
停
止
や

青
田
風
」

「
コ
ロ
ナ
禍
は

寄
せ
つ
け
ま
せ
ん

青
田
風
」

　

ぜ
ひ
と
も
一
度
︑
立
ち

止
ま
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団  

活
動
再
開！　
　
　
　

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
活
動
自
粛
し
て

い
ま
し
た
が
︑
学
校
と
と
も
に
再
開
し
︑
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

体
育
セ
ン
タ
ー
に
元
気
な
声
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
︒

　

大
会
な
ど
は
こ
れ
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
︑

目
標
や
や
り
が
い
を
も
っ
て
感
染
予
防
に
配
慮
し
な
が
ら

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
︒

夜 の お 散 歩 に 出 発！
（ホタルの写真は裏表紙に）

図
書
コ
ー
ナ
ー  

リ
ク
エ
ス
ト
叶
え
ま
す！

　

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
月
︑
新
し
い
本

を
追
加
し
て
い
ま
す
︒
︻
こ
の
前
借
り
た
本
の
続
き
が

読
み
た
い
！
︼
︻
あ
の
作
家
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
！
︼
と

い
っ
た
︑
気
に
な
る
本
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書

コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
「
リ
ク
エ
ス
ト

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
ご
利
用
下
さ
い
︒

　

今
月
は
︑
絵
本
や
ビ
ジ
ネ
ス
書

な
ど
６
冊
を
︑
ご
希
望
に
応
え
て

購
入
し
ま
し
た
︒
図
書
支
援
員
や

職
員
た
ち
が
話
し
合
い
な
が
ら
︑

み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
ま
す
︒

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

今年は「新型コロナ」の影響で
多くの行事が中止となりました

 

田
中 

貴
代
美 

図
書
支
援
員
と
、
中
央
公
民
館
担
当
・
小
野 

敏
範

た
な
か　

 

き  

よ  

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

            

お
の   

と
し
の
り

６
／
３ 　

自
治
会
長
・
公
民
館
事
業
担
当
者 

お
よ
び

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等 

合
同
会
議

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
︑
８
月
ま
で
の
公
民
館
行
事
に

に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
︒
国
や
町
の

﹁
新
型
コ
ロ
ナ
﹂
拡
大
防
止
基
準
な
ど
に
則
り
な
が
ら
の

実
施
を
検
討
し
ま
し
た
が
︑
多
人
数
が
参
加
し
︑
さ
ら
に

盆
踊
り
や
球
技
大
会
は
︑
他
地
域
か
ら
帰
省
し
た
人
が
多
く

６
／
12　

子
育
連
「
宇
田
川
の
ホ
タ
ル
散
歩
」

　

宇
田
郷
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
︑

ホ
タ
ル
を
見
に
行
く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
︒

　

「
宇
田
川
に
も
ホ
タ
ル
が
い
る
」
と
の
地
元
の
方
か
ら
の

情
報
を
元
に
︑
今
年
は
じ
め
て
開
催
し
た
も
の
で
︑
大
人

12
名
︑
子
ど
も
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　

梅
雨
時
期
の
た
め
天
候
が
心
配
で
し
た
が
︑
み
な
さ
ん

の
祈
り
が
天
に
通
じ
た
の
か
雨
は
降
ら
ず
︑
子
ど
も
た
ち

集
ま
る
た
め
︑
感
染
対
策
を

行
い
な
が
ら
の
実
施
は
困
難

と
判
断
し
︑「
す
べ
て
中
止
」

と
決
定
し
ま
し
た
︒

　

行
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
︑
非
常
に

残
念
で
す
が
︑
来
年
こ
そ
は

実
施
で
き
る
環
境
に
な
る

よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
︒

は
ホ
タ
ル
に
興
味
津
々
︒

み
ん
な
で ｢

ホ
タ
ル
さ
ー
ん｣

と
呼
び
か
け
て
い
た
の
が
︑

と
て
も
印
象
的
で
し
た
︒

　

﹁
子
育
連
﹂
で
は
今
後
も
︑

地
元
密
着
の
行
事
を
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

リクエスト待って
ます！

リクエスト待って
ます！

サッカーサッカー

バレーボー
ル

バレーボー
ル

野 球野 球

や
ま
も
と
　
し
ん
ご

さ
む
ら
　
ひ
で
の
り

い
ん
り
つ

よ
い
ん

生涯学習作品コーナーの俳句
福賀の四季から世界を想う

少数精鋭あったかチーム
サポーターは地域のみなさん

奈
古
ス
ポ
少
に
つ
い
て　
問
：
中
央
公
民
館 

☎ 

２‐

２
０
４
４

う
な
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家
族･

地
域
で

 

し
っ
か
り
支
え
て

 

充
実
の

 

夏
休
み ！

　
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
る｢

夏
休
み｣

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
に

よ
る
臨
時
休
業
の
影
響
で
、
約
２
週
間
の
夏
休
み

と
な
り
ま
す
が
、
短
い
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
充
実
し
た
夏
休
み

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を

水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
左
の
図
の
と
お
り

「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、
設
置
場
所
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ：教育委員会　☎２－０５０１

　   ・利用には「事前の申請・許可が必要」です。
 遊泳希望日の「前日」までに、阿武町教育委員会または各公民館へ
 申請書を提出してください。（申請様式は窓口に用意しています）　　

　   ・子どもだけで利用することはできません。
 幼児･小中学生などの遊泳には保護者 ( 引率責任者 ) の監視が必要です。
 その他、ご不明な点などは、教育委員会までお問い合わせください。

注
意
事
項

奈古学校プール・福賀国民プール の 一般開放

8月 17日（月）～ 21日（金）13:00 ～ 16:00

地域で育てる子どもたち！
地域のみなさん。子どもたちは地域全体で
育てるという意識で｢あいさつ｣や｢声かけ」など、
子どもたちと積極的に関わってください。
そして、いけないことは、ぜひ注意してください。
家庭だけでなく地域のみなさんが一体となって、
「たくましく心豊かな阿武っ子」を育てましょう。

家族でふれあいの時間を！
夏休みの楽しみのひとつが“家族とのふれあい”です。
ふれあいの時間をしっかりとっていただき、家族
共通の思い出をつくりましょう。また、毎日でも
続けられる家庭・地域での「仕事」を一緒に考え、
わが子に挑戦させましょう。楽しい体験だけでなく、
きつい経験も、心健やかな成長には大切です。

短い夏休みだからこそ充実した体験を！
今年度の阿武町内の小中学校の夏休みは８月８日（土）から８月 23 日（日）までと、とっても
短くなっています。自分にとって「大事なもの」から先に取り組み、有効に時間を使いましょう。　

｢新型コロナ｣のため全国で使用中止となっているプールが多い中ですが、阿武町ではしっかり
対策をした上で、健康増進・体力向上のため、奈古学校プール・福賀国民プールを開放します！

水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

福賀地区

郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田（旧生コン）

青浦（旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F
G
H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

つつみ

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

※

町
内
す
べ
て
の
河
川
・
た
め
池
で
は
、
泳
ぐ
こ
と
は
禁
止
で
す
。

※

小
学
生
が
海
で
泳
ぐ
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

学校閉庁日のお知らせ
　教職員が心身ともに健康な状態で子どもたちと向き合うことができる環境を
作るため、８月 11 日（火）から 14 日（金）まで、小中学校を閉庁します。
　ご理解、ご協力をお願いします。この間、教職員は不在となりますので、
緊急時の連絡は教育委員会（☎ 2 - 0501）へお願いします。
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　現在交付している「国民健康保険被保険者証」・「後期高齢者医療被保険者証」は、有効期限が7月31日
までです。8月 1日から使用できる新しい保険証は、７月下旬までに簡易書留でお送りします。

（※古い保険証は 8月 1日以降使えませんので、各自で処分するか、健康福祉課・各支所に返却してください）

　★国民健康保険　保険証（カード）は 白 色 です。
　　　　　　　　　　※70歳から 74歳の方の「高齢受給者証」は、保険証（カード）に印字されています。
　★後期高齢者医療　保険証は 紫 色 です。

●入院したときは、限度額適用認定証などの提示を忘れずに！
◎外来で医療費の自己負担が高額になる方も、「限度額適用認定証」が使えます。
　あらかじめ役場に申請して交付された「限度額適用認定証｣（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの方は
「限度額適用・標準負担額認定証」）を医療機関に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負担となります。
　※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
　※認定証の有効期限は毎年 7月 31 日までです。期限到達後も必要な方は 8月 1日以降に更新してください。

国民健康保険 および
後期高齢者医療の対象の方保険証を更新します！

国民健康保険（74歳までの方）

申請（更新）の方法
「保険証」、「印鑑」、「個人番号（通知）カード」、
「本人確認書類（写真付きの公的身分証）」を
持参の上、「認定申請書」を、健康福祉課または
各支所に提出してください。
※更新の場合は、「限度額適用認定証」も必要
■70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

ア

イ

ウ

エ

オ

所得区分 ３回目まで ４回目以降※1

住民税非課税

　　 57,600円

　　 35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

基礎控除後の
所得が901万円超
基礎控除後の
所得が600万円超
　～901万円以下
基礎控除後の
所得が210万円超
　～600万円以下
基礎控除後の所得が
210万円以下（住民税
非課税世帯を除く）

252,600円＋（総医療費
－842,000円）×１％

167,400円＋（総医療費
－558,000円）×１％

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％

※１ 過去12ケ月間に同じ世帯で高額療養費の支給が4回以上
　　 あった場合の4回目以降の限度額。

■70歳以上74歳の方の自己負担限度額（月額）
所得区分 外来（個人単位）A 外来＋入院（世帯単位）B
現役並みⅢ
課税所得
690万円以上

低所得 Ⅱ
Ⅰ

18,000円※
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回該当：44,400円）

8,000円 24,600円
15,000円

252,600円＋
（総医療費－842,000円)×1%
〈多数回該当：140,100円〉

現役並みⅡ
課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×1%
〈多数回該当：93,000円〉

現役並みⅠ
課税所得145万円以上
380万円未満

一般

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1%
＜多数回該当：44,400円＞

・8月から翌年7月までの1年間の自己負担額の上限です。
・多数回該当とは過去12ヶ月間に同じ世帯で高額療養費支給が
　4回以上あった場合、4回目から適用される限度額です。
・月途中で75歳の誕生日を迎え、後期高齢者医療制度に
　移行した場合、その月の自己負担限度額は移行前後の
　医療保険制度で、それぞれ２分の１となります。
・外来（個人単位）Aの限度額を適用後に、外来＋入院
　（世帯単位）Bの限度額を適用します。
・75歳到達月は、国保と後期高齢者医療制度の限度額が
　それぞれ２分の１となります。

■70歳以上の方の所得区分
課税所得145万円以上の方（70歳～74歳の方）などが同じ世帯にいる場合
　ただし、年金と収入等の合計が単身世帯で383万円、２人以上世帯で
　520万円に満たない場合は、申請により所得区分が「一般」となります。
現役並み所得者、低所得のいずれかにも該当しない方
　同一世帯の70歳～74歳の国保加入者の基礎控除後の所得の合計が
　210万円以下である場合も、所得区分が「一般」となります。
住民税非課税世帯に属し、低所得Ⅰに該当しない方
住民税非課税世帯に属し、世帯の所得が年金収入80万円以下などの方

現役並み所得者

一般

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ
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●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、令和 2年 7月 31 日までです。
　現在、減額認定証をお持ちで、令和 2 年 8 月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※1 または「区分Ⅱ」※2 に　
該当する方には、令和 2年 7月 31 日までに、新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、令和 2年 8月 1日から医療機関へご提示ください。
　現在お持ちの減額認定証は 8月 1日以降使用できませんので、各自で処分してください。（返却は不要）
　　　※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が 0円（年金収入は控除額 80万円で計算）
　　　　　　　　　　または老齢福祉年金受給者
　　　※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　限度額認定証の交付を受けるには申請が必要です。健康福祉課・各支所の窓口で手続きをしてください。（随時受付）

後期高齢者医療（75歳以上の方など）

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が 91 日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。
　再度、申請が必要ですので、健康福祉課・各支所の窓口で手続きをしてください。
　　申請に必要なもの：  ①後期高齢者医療制度の被保険者証 ②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　    ③病院の領収書など 91日以上の入院日数の分かる書類

●入院したときの食事代
　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別に、
食事代として次の標準負担額を支払います。

●医療費が高額になったときは…？
　医療費の自己負担が高額になったとき、申請により限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
　町では、該当と思われる被保険者の方へ、診療月の約３ヶ月後に申請勧奨を行っています。
　申請には医療費の支払いが分かる「領収書の写し」などが必要です。
　該当すると思われる方は、領収書の保管をお願いします。
　　

●70 歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります！
　70 歳以上 74 歳までの方には、所得などに応じて、
自己負担割合が記載された「保険証」が交付されます。
　適用は 70 歳の誕生日の翌月（1日生まれの方は当月）
から 75 歳の誕生日の前日までです。
　受診の際は、必ず「保険証」を提示してください。 

●交通事故にあったときは必ず届出を！
　交通事故など第三者の行為によってケガ・病気になった場合でも、届出により、国民健康保険や
後期高齢者医療で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、　　　　
示談を済ませたりすると、国民健康保険が使えなくなることがあります。
　

〇低所得者Ⅰ･Ⅱの方は、｢限度額適用･標準負担額減額認定証」
　または ｢標準負担額減額認定証｣が必要です。

460円

210円
160円
100円

過去12ヶ月で90日までの入院
過去12ヶ月で90日を超える入院

現役並み所得者
一　般

低所得Ⅱ

下記以外の方

低所得者Ⅰ

※

■入院時の食事代の標準負担額（１食あたり）

※260円となる場合があります。

◎申請方法：「保険証」、「印鑑」、「領収書」、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類（写真付きの
　公的身分証）」を持参の上、健康福祉課・各支所に「高額療養費支給申請書」を提出してください。

◎申請方法：「保険証」、「印鑑」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類
（写真付きの公的身分証）」を持参の上、健康福祉課・各支所に「第三者行為による傷病届」を提出してください。

問：健康福祉課 ☎ 2-3115　山口県後期高齢者医療広域連合 ☎ 083-921-7110

■自己負担割合
負担割合

２割

３割

所得区分
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる方

以下以外の方

現役並み所得者Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ
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【保険料の減免の対象となる方】
① 新型コロナウイルス感染症により、
　 主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方 ⇒ 保 険 料 を  全 額 免 除
② 新型コロナウイルス感染症の影響により、
　 主たる生計維持者の収入減少※が見込まれる世帯の方 ⇒ 保 険 料 の  一 部 減 額

後期高齢者医療制度の被保険者のみなさまへ

【保険料の減免の対象となる方】
① 新型コロナウイルス感染症により、
　 主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方 ⇒ 保 険 料 を  全 額 免 除
② 新型コロナウイルス感染症の影響により、
　 主たる生計維持者の収入減少※が見込まれる世帯の方 ⇒ 保 険 料 の  一 部 減 額

新型コロナウイルス感染症の影響により要件を満たす方は保険料が減免されます。

※ 保険料が一部減額される具体的な要件
　 世帯の主たる生計維持者について
　  （1） 事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た本年の収入のいずれかが、令和元年に比べて
　 　     10 分の 3以上減少する見込みであること
　  （2） 令和元年の所得の合計額が 1,000 万円以下であること
　  （3） 収入減少が見込まれる種類の所得以外の令和元年の所得の合計額が、400 万円以下であること

保険料の減免額は、減免対象保険税額（ A × B / C ）に 減免割合（ D ）をかけた金額です。
 減免対象の保険料額（ A × B / C ）

A : 令和２年度保険料額

B : 世帯の主たる生計維持者の減少が見込まれる
      収入にかかる令和元年の所得の合計額

C : 世帯の主たる生計維持者および世帯の
　　   被保険者の令和元年の所得の合計額

 合計所得金額に応じた減免割合（D）
主たる生計維持者の
令和元年における所得合計額について　
　     300 万円以下の場合　：10分の 10（全部）
　     400 万円以下の場合　：10分の 8
　     550 万円以下の場合　：10分の 6
　     750 万円以下の場合　：10分の 4  
　1,000 万円以下の場合 　：10 分の 2

問：戸籍税務課 税務係  ☎２-０５００
申請手続きについて詳しいことは、お問い合せください。

阿武町 敬老の日お祝い事業

「地域内限定商品券｣ 取扱事業所を募集！
　阿武町では、「新型コロナウイルス感染症｣の拡大防止のため、今年の
 ｢敬老の日大会｣を中止します。
　その代わり、敬老の意を表するとともに、老人福祉の増進を図るため、
75 歳以上の高齢者へ「地域内限定商品券」（1,000 円／人）を贈呈する、
｢敬老の日お祝い事業」を実施します。
　対象のみなさんが使いやすい買い物環境を整えるため、町内で商品券を利用可能としていただける
店舗や事業者を募集します。ご登録いただける店舗・事業者は、役場または商工会にご申請ください。

 ■募集：８月20日（木）まで
※この期間にご登録いただいた事業者は、 
　 対象者に送付するチラシに掲載します。

     ■問い合わせ
　・健  康  福  祉  課  　　  　☎２ - ３１１３
　・萩阿武商工会 阿武支所  ☎２ - ２１０５
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自衛隊山口地方協力本部は
令和２年度の自衛官等の
募 集 を 行 っ て い ま す。自衛官等の募集

問：自衛隊萩地域事務所
　　　　（萩合同庁舎３階）

☎ ０８３８ｰ２２ｰ２４０９

いずれも、受験料・入学金・授業料は無料で、
学生手当などが支給されます。

防衛大学校学生（一般）
日本はもちろん国際的な平和を、将来にわたって維持
するためのリーダー（幹部自衛官）を育成する教育
機関で、一般大学と同じ４年制です。
▼応募資格　
　18 歳以上 21 歳未満の者で、
　高卒者（見込含）または高専３年次修了者（見込含）
▼受付期間
　10 月 22 日（木）まで
▼試験期日
　1 次試験：11 月７日（土）・８日（日）
　2次試験：12 月 8 日（火）
　　　　　　   ～ 12 日（土）のうち指定日

防衛医科大学校学生（医学・看護）
医師・保健師および看護師である幹部自衛官を養成
するコースで、医学科は６年間、看護学科は４年間で、
国家資格（医師免許、看護師免許、保健師免許）を
取得後、幹部に任官します。
▼応募資格　
　18 歳以上 21 歳未満の者で、
　高卒者（見込含）または高専３年次修了者（見込含）
▼受付期間
　【医学】10 月 7 日（水）まで　
　【看護】10 月 1 日（木）まで　
▼試験期日
　【医学】1 次試験：10 月 24 日（土）・25 日（日）
　　　　   2 次試験：12 月 9 日（水） 
　　　　　　　　　     ～ 11 日（金）のうち指定日
　【看護】1 次試験：10 月 17 日（土）
　　　　   2 次試験：11 月 28 日（土） 
　　　　　　　　　  または 29 日（日）の指定日

画像出典元：防衛省Webサイト

年金のたより

年金相談・
お手続きの際は予約相談 をご利用

ください。
ご予約いただくと…
 ① お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談できます。
 ② 相談内容にあったスタッフが事前に準備の上、
　  　　　　　　　　　　　　　　　　丁寧に対応します。

予約相談の
実施時間帯

8:30～18:00（月曜日）
8:30～16:00（火～金曜日）
9:30～15:00（第２土曜日）

＊月曜日が祝日の場合は、
翌日以降の開所日初日に
1 8 : 0 0まで予約相談を
実施しています。

☎0570ｰ05ｰ4890
◯予約相談希望日の１ヶ月前から、前日まで受付しています。
◯萩年金事務所でも受付しますので、基礎年金番号のわかる
　年金手帳や年金証書をご準備の上、ご連絡ください。

予 約 受 付
専 用 電 話
受 付 時 間
月～金（平日）
8:30  ～ 17:15

日本年金機構 萩年金事務所 ☎ ０８３８-２４-２１５８
　　　　　　　　　　　　    （自動音声案内①番→②番）

阿武町役場  戸籍税務課  ☎ ２-０５００

◆問い合わせ：
日
本
年
金
機
構

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

   ゴ　  　　   ヨ　    ヤ　    ク　    ヲ
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

7
月
の
一
句
は
、 

「
ム
ダ
づ
か
い
　
甘
い
気
持
ち
が
　
温
暖
化
」

　

堆肥の販売･運搬･散布、
コンバイン刈取り作業を請け負います！

作業内容
堆肥販売・運搬

堆肥散布（露地）

堆肥散布（ハウス）

コンバイン刈取り・

もみ運搬作業

基本料金
1t 当／ 3,000 円（税込）

1t 当／ 1,000 円 （税込）

1t 当／ 1,500 円 （税込）

10a 当／

16,000 円 （税別）

※コンバイン刈取りは、時期により対応できない場合があります。

【作業内容および料金】

【申し込み方法】

 申込書に必要事項を記入し、

 ８月７日（金）までに、下記の

 いずれかに 提出してください。

・阿武町役場 農林水産課

・ＪＡ山口県 奈古大井支所

・ＪＡ山口県 福賀ふれあい店

・うおなの郷 

問：農林水産課　☎２ｰ３１１４

☎２ｰ３１１４

☎２ｰ３１３１

☎５ｰ０３１１

☎４ｰ０３１１

農作業の安全対策について、くり返し注意・徹底をお願いしていますが、

この度、管内でトラクターによる転落事故が発生しました。

作業の際は、事前に危険箇所の確認・環境整備を行い、慣れた作業でも

細心の注意を払って、余裕をもった作業を心がけましょう。

また、家族や仲間で声をかけあい、組織内で危険箇所などの情報を

共有するとともに、以下の点に気をつけ、農作業事故を防ぎましょう。

農作業安全を心がけ 事故をなくしましょう！

❶ トラクターの作業安全  ～転落･転倒による死亡事故を防ぎましょう～
 ●安全キャブ･フレーム付きの機械を使いましょう！

 ●ヘルメットを必ず着用しよう！ 適切な作業服を！

 ●シートベルトも忘れずに！　　　 ●路肩に注意！  

❷ 歩行型管理機の作業安全
 ●後退時は後方を確認するようにしましょう！

 ●安全装置の付いた機械を選びましょう！

❸ 刈払機の作業安全
 ●事前に作業現場の点検・整備を行いましょう！

 ●安全な服装で作業を行いましょう！

問：あぶらんど萩 農業振興協議会 （事務局：農林水産課）  ☎２ｰ３１１４

   

重
点
推
進
テ
ー
マ　
　

   「
ま
ず
は
ワ
ン
チ
ェ
ッ
ク
、

     

ワ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
農
作
業
安
全
」

（
出
典
：
農
林
水
産
省
）

「個人番号通知書｣ は、 令和２年５月２５日以降に

初めてマイナンバー（個人番号） が与えられた方への

通知書類です。

書面には 「氏名｣、｢生年月日｣、｢マイナンバー」 などが

記載されていますが、従来の 「通知カード」 とは異なり、

「マイナンバーを証明する書類」 としては使えません。

個人番号通知書とは

※

個
人
番
号
通
知
書
は

　
再
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

　
紛
失
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問：戸籍税務課　☎２ｰ０５００

マイナンバーの証明には

個人番号入りの 「住民票の写し」 または　

「住民票記載事項証明書」 が必要です。
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問：健康福祉課　☎２ｰ３１１３

“行ってみよう
　少しの勇気で 救える命”
“行ってみよう
　少しの勇気で 救える命”

阿武町 に

｢移動採血車｣が やってきます！

７月27日（月）
　阿武町役場 本庁　   9：30 ～ 11：30
　ナベル 山口工場　13：15 ～ 15：30

７月27日（月）
　阿武町役場 本庁　   9：30 ～ 11：30
　ナベル 山口工場　13：15 ～ 15：30

以前は有効な治療法が無く、治りにくい病気だった　
白 血 病 ・ 再 生 不 良 性 貧 血 な ど の 「 血 液 難 病 ｣ が 、
い ま で は 、 造 血 幹 細 胞 移 植 や 化 学 療 法 に よ り 　
治すことができるようになりました。　

阿武町のみなさまの善意と勇気で、　
一人でも多くの生命が救われるよう　　
｢ドナー登録」に ご協力をお願いします。　　　　

第 56回 献血運動推進全国大会
   「標語｣ 最優秀賞作品

「骨髄バンク 集団登録会｣を同時開催

「骨髄バンク集団登録会｣も 開催

屋外広告物（看板など） の 条例 が 変わりました！

問：土木建築課　☎２ｰ３１１２

・許可有効期間が１年間から３年間に延長
・管理者の設置が必要
・屋外広告士や建築士など専門知識を持った者が
　実施した安全点検結果を申請書に添付すること

　

これまで、国道沿いであっても事業所敷地内に
あるものは設置許可が必要ありませんでしたが、
表示面積が10㎡以上（禁止区域であれば5㎡以上）
であれば、他と同じく設置許可が必要となります。

要注意！令和2年10月から適用 令和3年10月から適用

山口県では、国道沿いなどに
広告物・看板などを設置する場合、
安全性や景観への配慮のために
設置許可を受けなければならない
ことが条例で定められています。
その内容が改正されましたので、ご注意ください。  　

参考：山口県屋外
広告物条例の一部
改正について（詳細）
山口県Ｗｅｂサイト

問：宇田郷公民館 ☎４ｰ０２１１

宇田郷公民館 図書コーナー
新刊 17 冊が入りました！！

❶ 流浪の月（2020 年度 本屋大賞作品）
❷ ペスト              
❸ syunkon カフェごはん
　レンジでもっと ! 絶品レシピ
❹ 2020 年 6月 30 日にまたここで会おう

　　瀧本哲史伝説の東大講義
❺ 気がつけば、終着駅
❻ 逃亡者
❼ 危うい国・日本
❽ バカの国
❾ 人は話し方が9割　1分で人を動かし、

100％好かれる話し方のコツ
10 きたきた捕物帖
11 血糖値がみるみる下がる！
　 7 秒スクワット 1回 7秒
　 薬に頼らずヘモグロビンA1cが下がる! 
12 syunkon カフェごはん  7
13 言語道断
14 カケラ　
15 「繊細さん｣の本「気がつきすぎて

疲れる｣が驚くほどなくなる　
16 逆ソクラテス
17 歴史の教訓「失敗の本質｣と国家戦略

凪良ゆう
カミュ（訳･宮崎嶺雄）

山本ゆり

瀧本哲史

佐藤愛子
中村文則

百田尚樹・江崎道朗
百田尚樹

永松茂久

宮部みゆき

宇佐見啓治

山本ゆり
櫻井よしこ
湊かなえ

武田友紀

伊坂幸太郎
兼原信克

凪良ゆう
カミュ（訳･宮崎嶺雄）

山本ゆり

瀧本哲史

佐藤愛子
中村文則

百田尚樹・江崎道朗
百田尚樹

永松茂久

宮部みゆき

宇佐見啓治

山本ゆり
櫻井よしこ
湊かなえ

武田友紀

伊坂幸太郎
兼原信克

 書  名　　　　　　　　　　　   著者名
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❶ 流浪の月（2020 年度 本屋大賞作品）
❷ ペスト              
❸ syunkon カフェごはん
　レンジでもっと ! 絶品レシピ
❹ 2020 年 6月 30 日にまたここで会おう

　　瀧本哲史伝説の東大講義
❺ 気がつけば、終着駅
❻ 逃亡者
❼ 危うい国・日本
❽ バカの国
❾ 人は話し方が9割　1分で人を動かし、

100％好かれる話し方のコツ
10 きたきた捕物帖
11 血糖値がみるみる下がる！
　 7 秒スクワット 1回 7秒
　 薬に頼らずヘモグロビンA1cが下がる! 
12 syunkon カフェごはん  7
13 言語道断
14 カケラ　
15 「繊細さん｣の本「気がつきすぎて

疲れる｣が驚くほどなくなる　
16 逆ソクラテス
17 歴史の教訓「失敗の本質｣と国家戦略
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阿武町の子どもたちの

“アイデア料理”      　　　　　大募集！
あぶ町 食育しあわせプラン実行委員会では、

地産地消をすすめ、 阿武町の地元食材を

みんなで おいしく食べるために、

子どもたちのアイデア料理を募集します！

今年の テーマは 「阿武町のお米」。

家族でおうち時間を おいしく楽しく過ごす

「お手軽 簡単 おすすめ ごはん」 を

応募してみませんか？

応募者全員に参加賞を用意していますので、

たくさんのご応募をお待ちしています！

“食べることは一生大事”

心と体を育てます！

　今年のテーマは阿武町の“お米”を
 おいしく食べるメニュー！

■応募料理■
　① 阿武町の“お米”をおいしく食べるメニュー　　　　　※１人何品でも応募可能！

　② 主食 (丼もの･炊き込みごはんなど、お米がメイン ) で本人のオリジナルレシピ
　③ 材料費は４人分１,６００円以内で、手早く 1 時間以内で完成する料理
　④ 応募用紙に記入し、写真を１枚添付 （写真や応募用紙は、メールでの送付も可能）

■応募締切■
　令和２年８月２６日（水） ※各学校 または 健康福祉課に提出

■選考方法■
　１次審査： 書類審査
　２次審査： ❶ １次審査を通過した料理が給食メニューとなり児童生徒による試食審査
　　　　　　❷ 一般にレシピを公開して各家庭で試食した後、一般投票
　　　　　　❸ ❶と❷を考慮して総合審査

■結果発表■
　令和２年１２月上旬に本人に連絡 (予定 )

■ 表　彰 ■
　未定　★最優秀賞受賞者には豪華賞品をプレゼント！

★町外の中学校へ通学されている方は、応募用紙を“阿武町役場Ｗｅｂサイト”でダウンロードして
　健康福祉課あてにメールでもご応募可能です。【メールアドレス : minsei05@town.abu.lg.jp】

★ご応募いただいたレシピは“Ｗｅｂサイト”に掲載させていただきますので、ご了承ください。

今年の２次審査は地域参加型！
“作って食べて 1 票投票”

地域のみなさんが
 審査員です！

❶１次審査を通過したレシピを公開して

　ご家庭で作っていただきます。

❷食べてみて、おいしかったメニューに

　1票投票をしていただきます。

初めてのアイデア料理コンテストの公開審査！

みなさんのご参加を、よろしくお願いします！

新型コロナに負けず
一緒におうち時間を
楽しみませんか？

すばらしい
みんなのアイデアを形に！

問：健康福祉課 ｢アイデア料理コンテスト｣係
☎２-３１１３（担当：石川）

阿武町役場Webサイト 関連ページ☝
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問：健康福祉課  健康衛生係  ☎２－３１１３

新型コロナウイルス感染症
健康習慣④

　みんなで
　　　実践！

♪
ハッ

ピーあぶ町♪♪
ハッ

ピーあぶ町♪

～感染拡大への備え～

　厚生労働省が開発した「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」の運用が始まりました。
　利用者本人の同意を前提にスマートフォンの近接通信機能（ブルートゥース）を利用し、互いに
分からないようプライバシーを確保した上で、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した
可能性について、通知を受けることができます。
　利用者は、陽性者と接触した可能性が分かることで、
検査受診など保健所のサポートを迅速に受けられます。

～自分を守り、大切な人を守り、地域と社会を守るため、ぜひ登録をお願いします～

《利用者向けQ&A 》 ※厚生労働省の資料より
問１：個人情報が収集されることはありませんか？
答：氏名・電話番号・メールアドレスなどの個人の特定につながる情報を入力いただくことはありません。
　　他のスマートフォンとの近接した状態の情報は、暗号化の上、本人のスマートフォンにのみ記録され、
　　14 日の経過後に自動的に無効になります。行政機関や第三者が接触の記録や個人の情報を利用し、
　　収集することはありません。
問２：利用はいつでも中止できますか？
答：いつでも任意にアプリ利用を中止できます。アプリを削除することで、すべての過去 14 日間分までの
　　記録を削除できます。
問３：アプリではどのような通知が届きますか？
答：新型コロナウイルス感染症の陽性者が、本人の同意の下、陽性者であることを登録した場合に、
　　その陽性者と過去 14 日間に、おおむね 1 メートル以内で 15 分以上の近接した状態の可能性が
　　あった際に通知されます。
問４：｢陽性者との接触の可能性が確認された｣との通知を受けたら、何をすればいいですか？
答：アプリ画面に表示される手順に沿って、ご自身の症状などを選択いただくことで、帰国者・接触者外来
　　などの連絡先が表示され、検査の受診などをご案内します。

広く利用されることで感染拡大防止につながることが期待されます。
家族や職場、周りの人に声をかけて、みんなで登録しましょう！

陽性者と、約 1 メートル以内・15 分以上の
近接状態にあった場合に通知されます！

厚労省   接触確認アプリ詳し く は、 厚 生 労 働 省 の
Ｗｅｂサイトをご覧ください

新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

マスク着用で熱がこもりやすく、のどの渇きに気づきにくいため、熱中症の危険性が高くなっています。

　1．屋内では、エアコン使用中も時々、換気をしよう（30分に 1回程度が目安）
　2．屋外では、人との距離（2メートル）をとって、マスクをはずす時間をつくろう
　3．のどが渇いていなくても、こまめに水分補給！  1 日 1.2 リットルが目安（コップ 6杯）

  今年の夏は、感染症予防と熱中症予防
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俳
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お し ら せお し ら せ

休日当番医

※当番医の確認は役場または各支所へ
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こ
れ
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
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女
と
男
の
一
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詩

ひ
と

ひ
と

緊急の場合は１１９番
　  萩・阿武健康ダイヤル２４
　　   24時間年中無休で健康や医療に関する
　　   相談を受け付けています。
　　☎0120ｰ506-322
　　 ★携帯電話に登録すると便利です

通話料･
相談料無料(　　　　　)

08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397
08388-5-0863
0838-26-1397
08387-8-2311
08387-6-2540
08388-2-2838
0838-26-1397

齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター
福　賀　診　療　所
萩市休日急患診療センター
弥 富 診 療 セ ン タ ー
須 佐 診 療 セ ン タ ー
齋 　 藤 　 医 　 院
萩市休日急患診療センター
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椿
椿
福賀
椿
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須佐
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椿

7/23㊍
7/24㊎
7/26㊐
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９
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活
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阿 武 町 で
エ コ 一 句

みなさんから投句のあった｢エコ一句」。
今月ご紹介する優秀作品は…

リサイクル  地球をすくう  合い言葉リサイクル  地球をすくう  合い言葉

ご み を 資 源 化 す る た め に 欠 か せ な い 分 別。
“リサイクル”を合い言葉に各家庭から正しい分別を行えば、
不適切なものを取り除く “再選別” の手間が省け、
余計なエネルギーを使わずに省エネにもなります。

中村  桃花 さん（萩光塩学院高校１年・東方）
  なかむら　 もか

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
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会

令
和
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年
度

就
学
義
務
猶
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中
学
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験

お
し
ら
せ
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日 曜 行　　　事　　　予　　　定
1
3
5

6

7
12
15
17
19
20

21
24
27
28
29
31

土
月
水

木

金
水
土
月
水
木

金
月
木
金
土
月

8月

福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
健康教室「さくら会」　9:00【町民センター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
農業委員会総会　9:00【阿武町役場小会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
特定計量器（はかり）定期検査　10:00【阿武町役場本庁・各支所】
福賀婦人グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
たなばた会・誕生会　10:45【みどり保育園】
民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
21世紀の暮らし方研究所　13:30【阿武町暮らし支援センターshibano】
身体測定　10:45【みどり保育園】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
無料法律相談会　10:00【町民センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩市内ボウリング場】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
ひよこクラブ　10:45【ほっとハウスみどり】
宇田郷地区自治会長・公民館担当者等会議　19:30【ふれあいセンター】
避難訓練・交通安全指導　10:45【みどり保育園】
ワクワクお楽しみ会　9:00【みどり保育園】
宇田郷ふれあい祭り運営委員会　19:30【ふれあいセンター】

阿武町の人口と世帯数 （6月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳
奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,168（ 1 ）

　524（ 0 ）

517（ 1 ）

3,209（ 2 ）

1,020（ 1 ）

　263（ 0 ）

　277（－1 ）

1,560（ 0 ）

転入　7

転出　2

出生　1

死亡　4

6月の交通事故

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故

73
（77）
7
（1）

1
（6）
0
（1）

0
（0）
0
（0）

0
（1）

1
（6）

負傷者死者
人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
土木作業員

土木施工管理技士
技術（製品設計）
食品加工 (鮮魚 )
惣菜・弁当調理
砕石作業員

172,800円～
250,000円～
180,900円～
150,000円～
150,000円～
160,000円～

小田建設

ナベル 山口工場
道の駅阿武町

（あぶクリエイション）
小田建設 採石場

業　　種 賃　　金会　社　名
介護職員

介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）
土木作業員（監督見習い）
フロントおよび監視
（道の駅阿武町 温水プール）

140,000円
140,000円
176,000円～
187,000円～

時給830円～

阿武福祉会

阿武建設
太陽コミュニ
ケーションズ

町内の求人情報7月分 7月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

※新型コロナウイルス対策で変更する場合があります。

・奈 古 納 涼 盆 踊 り 大 会（8/15）
・福ＢＯＮまつり納涼花火大会（8/14）
・宇 田 郷 盆 踊 り 大 会（8/14）

問：中央公民館 ☎２ｰ２０４４、福賀公民館 ☎５ｰ０２１１、宇田郷公民館 ☎４ｰ０２１１

今年度の盆踊り大会は、新型コロナウイルス感染症への十分な対策が困難であると判断し、
誠に残念ながら中止することにいたしました。町民のみなさまには､ご理解とご協力を、
よろしくお願い申し上げます。

奈古盆踊り保存会、福ＢＯＮまつり実行委員会、宇田郷盆踊り運営委員会

今年度の盆踊り大会は、新型コロナウイルス感染症への十分な対策が困難であると判断し、
誠に残念ながら中止することにいたしました。町民のみなさまには､ご理解とご協力を、
よろしくお願い申し上げます。

奈古盆踊り保存会、福ＢＯＮまつり実行委員会、宇田郷盆踊り運営委員会

町 内 盆踊り大会
中 止の お 知 ら せ

町
職
員
の
異
動
等

〈
〉
は
旧
職
名
等

【
異　
動
】
７
月
１
日
付

▼
德
永 

直
樹 

＝ 
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
総
務
課 
行
政
係
〉

と
く
な
が　

   

な
お
き

阿 武 町 出 身 の 学 生 た ち に、年 ３ 回、
無 料 で ふ る さ と の 特 産 品 を 贈 る、
「学生応援便｣第１便を発送いたしました。
（申し込みは、東京･大阪･福岡など 32 件）
今回の内容は、「お米」、「福賀すいか」、
「無角和牛入りカレー」などの品物です。
ご協力いただいた、生産者のみなさんはじめ、
道の駅阿武町、奈古郵便局、ヘルスメイトの
みなさんなど、多くの方に感謝いたします。

ふるさと阿武町  学生応援便

問：まちづくり推進課  ☎ 2 - 3111

編

集

後

記

　
７
月
か
ら
「
広
報
」
の
担
当
部
署
が

総
務
課
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

変
わ
り
ま
し
た
（
担
当
者
は
継
続
）。
紙
面

は
も
ち
ろ
ん
、
映
像
な
ど
の
新
し
い
手
法
も

活
用
し
て
情
報
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イラスト協力：
「暮らしを紡ぐ宿 えのん」中村 千穂さん

なかむら   ち ほ
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ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

平成 29年度 夏季ふれあいキッチン

作品は道の駅温泉棟１階に展示中
会員作品紹介

私 の 一 品

夏野菜をふんだんに使った
暑い季節にオススメの１品。
お手軽調理で食欲をそそる
ヘルシーな麻婆豆腐です！

宇
田
川
の
灯

「
地
元
の
川
に
も 

ホ
タ
ル
が
お
る
ん
よ
！

」

そ
ん
な 

ご
近
所
さ
ん
の
声
で 

初
め
て
開
か
れ
た

宇
田
郷
の
子
ど
も
会
行
事
・
「
ホ
タ
ル
散
歩
」

見
慣
れ
た
場
所
の 

素
敵
な
秘
密
を
見
つ
け
た
夜

ふ
る
さ
と

点
描

撮
影
：
小
田 

慎
也
（
宇
田
郷
公
民
館
）

お
だ    

し
ん
や
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